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三軒茶屋のキャロットタワーにある世田谷パブリックシアターには、組織名と同じ「世田谷
パブリックシアター」（600席）と「シアタートラム」（200席）という2つの劇場があり、年間を
通じていろいろな演劇やダンスの作品を上演しています。ですが、世田谷パブリックシアタ
ーの活動はこうした劇場での上演活動に留まりません！ 3つある稽古場や、セミナールーム、
世田谷区内の小中学校や児童館、高齢者施設などで、小学生からお年寄りの方まで、ありと
あらゆる方たちが参加できるレクチャーや演劇ワークショップを「学芸事業」として行って
います。この冊子『キャロマグ』は、こうした普段なかなか目に留まることの少ない活動をご
紹介してきました。その『キャロマグ』も、今号をもって最終号となります。ですが、世田谷パ
ブリックシアターの活動はこれからも続いていきます！ 次はぜひ、参加しにきてくださいね！

バックナンバーはこちらからお読みいただけます。
https://setagaya-pt.jp（「学芸情報」から「学芸刊行物」にお進みください）



ファシリテーターとつむぐ、
世田谷パブリックシアターの
演劇ワークショップ
九谷倫恵子（世田谷パブリックシアター 学芸）

はじ め に

　世田谷パブリックシアターは、舞台
芸術作品の創造・上演を行う「公演
事業」と、地域コミュニティで市民が
演劇やダンスを活用するための「学芸
事業」を行っています。「学芸事業」の
活動は「公演事業」と比べると人目に
ふれる機会も少なく、「こんなことを
しているなんて知らなかった！」とい
う声が、私たち劇場スタッフの耳にも
よく届きました。
　そこで2013年に広報誌『キャロマ
グ』を刊行し、以来、毎号特集を組
みながら「学芸事業」の取り組みをさ
まざま角度からご紹介してきました。
こうして22号を迎えるこの『キャロマ
グ』は、本号をもって幕を閉じること
になりました。最終号の特集は「演劇
ワークショップのファシリテーター」

ていることにお気づきのことと思いま
す。当劇場は年間300回を超える演
劇ワークショップを実施していますが、
多くをそのファシリテーターたちとと
もに活動しています。ファシリテー
ターをもたない私たち劇場が、望まし
いかたちで、演劇ワークショップの場
を開き続けることができたのは、この
ファシリテーターの方々がいてくれた
からにほかなりません。
　世田谷パブリックシアターの演劇
ワークショップでは、ファシリテー
ターと劇場スタッフがそれぞれの役割
を担いながら、企画立ち上げからプ
ログラム立案、実施後の振り返りや
検証まで、一連のプロセスを共有し、
一丸となって取り組んでいます。互い
の思いを尊重しつつ、「何を目指すの

です。これまで『キャロマグ』で取り
上げてきた数々の演劇ワークショップ、
『デイ・イン・ザ・シアター』や『子ど
もごちゃまぜ演劇ワークショップ』
『かなりゴキゲンなワークショップ巡
回団』『地域の物語』などを進行する
ファシリテーターの方々にご登場いた
だきます。
　世田谷パブリックシアターには、芸
術監督以外に、俳優や演出家、ファ
シリテーターが所属していません。そ
のため、ワークショップを実施するさ
いには外部の専門家にファシリテート
を依頼しています。とはいえ、当劇場
のワークショップによくご参加いただ
いている方や、これまでの『キャロマ
グ』をご覧の方であれば、そのファシ
リテーターの顔ぶれがある程度決まっ

か」「どのような環境をつくるのか」
「どう参加者と関わるのか」「対応やプ
ログラムは適切か」と意見を交わし、
より良いワークショップのあり方を
探ってきました。私たちの実践も、ま
さに「ワークショップ」そのものだっ
たのです。
　本号では、こうして長年ともに活動
してきたファシリテーターの方々に、
これまでの歩みや考えを語っていただ
きました。それぞれ異なる時間と現場
を生き、それぞれの実践の中で積み
重ねられてきた思考や選択の言葉で
す。いくつもの声が重ね合わさること
で、世田谷パブリックシアターの演劇
ワークショップの輪郭が、ゆるやかに
浮かび上がってくるのではないかと思
います。
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インタビュー

演劇との衝撃的な出会い

―くーちゃんが演劇と出会ったの
はいつのことですか？
　幼稚園のお遊戯会ですかね。で
も、私、嫌いだったんです。職員室で
「あなたがお嫁にいくとき、どんな子
だったって言えばいい？」って怒られ
たのを覚えています。たしかセリフ
をしゃべらなかったんじゃないかな。
　変わったきっかけは、小学6年の

夏にテレビで見た『ぼくらの7日間
戦争』ですね。中学生の落ちこぼれ
の子たちが冒険する話で。私も落ち
こぼれで、この映画みたいに子ども
だけで何かすることに、ものすごく
憧れたんです。翌日学校で盛り上
がって、誰かがお芝居やろうと言い
だし、6年女子全員でやり始めました。
私が脚本を書いたんですよ。
―それが最初の創作体験なんで
すね。
　そうです。小学校の隣に、通って

いた幼稚園があって、先生に「昼休
みにお芝居やるから来てください」と
言ったら、幼稚園の子たちを連れて
きてくれて。体育館で、音も暗転も
ない、出ハケもバタバタだったんで
すけど、子どもたちも先生もすごく喜
んでくれました。
　その翌年、如月小春＊1さんが姫路
の児童館「こどもの館」で子どもたち
と演劇をつくるという新聞記事を母
が見つけてきて。「芝居が好きなら
行ってみたら」と言われて、夏休み
にバスに乗って片道1時間半かけて
通いました。
―それが、いまも毎年行われてい
る「こどもの館劇団」＊2ですね。
　本当にすごい体験でした。如月さ
んの劇団と同じ体操をしたりエチュー
ドをしたり。野外移動劇だから、み
んなで「こどもの館」を散歩しなが
ら、「どこでお芝居すると面白い？」っ
て考えたりしてつくっていきました。
　夏の夕暮れに発表するんですよ。
私は「ねむりひめ」の役で、薄目をあ
けながらずっと客席を見ていました。
後ろのほうにおばあちゃんが見えて
…。思い出したら泣けてくるくらい、
その情景を覚えています。「お芝居
が面白い」というより、「お芝居を超
えた何か」でした。それから館には
高校3年まで通い、卒業後も毎年顔
を出していました。

「生の何か」を求めて

―高校卒業後は桐朋学園大学に
進まれ演劇を学ばれました。
　大学では演劇の授業の他にも、
タップ、狂言、日舞とたくさん実技
がありました。大好きなお芝居を
ずっとしていられて楽しかったです。
ただ、卒業後に劇団に入って俳優に
なろうとは思わなかったんですよね。
覚えたことをやるということがつまら
なくて。

　大学に提出する希望進路の一つ
は、「大道芸人」と書きました。大道
芸ってお客さんとの生のやり取りが
あるのがいいなと思っていました。
雪竹太郎さんにものすごく憧れて、
お手紙を書いたら、海外での活動が
書かれた原稿がお返事で届きました。
それで「私も海外に行くんだ！」と
思ったんです。
―それで1年間イギリスに行き、
クラウンの学校に入る予定だったん
ですよね。
　はい。とりあえず行けば何とかな
ると思っていたんですけれど、どう
にもならなかった（笑）。面接で「あ
なたの英語力では難しい」と言われ
て、「あれ？ 私、1年どうすんの」って。
でもせっかくだから大道芸やっちゃ
おうと思って、毎週日曜の朝、広場
に立ってパントマイムをしていました。

『中学生のための 
ワークショップ』

―2000年に帰国されて、世田谷
パブリックシアターと関わることに
なった経緯を教えてください。
　帰国してすぐに如月さんに電話し
て、「如月さんのお芝居に出たいで
す」とお願いしたら、「今書いている

作品にちょっと出してあげるから、
ワークショップを手伝って」と言われ
たんです。それが8月の「こどもの
館劇団」と、12月から始まる世田谷
パブリックシアターの『中学生のた
めのワークショップ』でした。
　11月に上京して、如月さんに頼ま
れた「アジア女性演劇会議」の打ち
合わせに同席した直後、如月さんが
亡くなりました。世田谷パブリックシ
アターのワークショップが始まる数日
前でした。
―そのワークショップを、スタッ
フの皆さんが引き継がれたんですね。
　はい。進行は柏木（柏木陽＊3）が担
当しました。如月さんが教えていた
大学生がスタッフで参加していて、
誰も気持ちの整理がつかない中、「な
んとかしなきゃ」と走り続けました。
ワークショップが4時に終わってか
ら夜中まで、何時間にもおよぶ会議
をして。みんなにすごい力がはたら
いていたと思います。

ファシリテーター 
としての成長

―その後、柏木さんの
アシスタントとして、冬
は世田谷パブリックシア
ターのワークショップ、
夏は「こどもの館劇団」
という生活が続いたの
ですね。はじめてワーク
ショップを進行されたの
はいつですか？
　27歳のとき、小学校
でのワークショップです。
演劇百貨店＊4に話がき
たとき、他の人は「やめ
よう、まだ私たちは育っ
ていない」と言っていまし
たが、私は「いや、育つ
のを待っていたらできな
い」と引き受けました。

でも、実際に始めてみたら、1コマ
のために10時間のミーティング。こ
のときはワークショップのこと、「ワー
クソップ」って言ってました（笑）。小
学校にむかう満員電車で、真っ白な
ノートに「じゃんけん」って一言だけ
書いて。本当に、今日何をやってい
いのかも分かりませんでした。
―そこから20年近く経験を積ま
れ、いま、ファシリテーターとして
どんなことを意識していますか？
　ファシリテーターの仕事には二つ
の道があると思っています。一つは
参加している人の気持ちを汲むこと。
その人のエンジンをかけると良いお
芝居ができると思っているから、参
加者とやりとりして出てくるものをす
くい取っていくことを大事にしてます。
　子どもからは爆弾とか人が殺され
るとかっていうアイデアが出てくるこ
とも多いです。でも、なるべく否定
したくないと思っています。如月さん
が「日常ではできないことが、演劇
だとできる。やりたい気持ちがどっ
かにあるんだろう。それを昇華させ
てあげられるのは演劇の特性の一つ

赤ずきんちゃんの衣装で
パントマイム

絵本読み聞かせワークショップ『ひらけ！ 絵本』

青山公美嘉（くーちゃん）
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だ」と言っていました。私はそれをそ
のまま出すのではなく、どう別の表
現に転換できるかを考えることはあ
るけれど、その人がそうしたいと思っ
た気持ちを受け止めたいと思ってい
ます。
　もう一つは、演劇をつくるための、
参加者がのぼっていける階段をつく
ること。これがけっこう難しいです。
一人で進行しはじめた頃、劇場の人
に「くみかは吊り橋を戦車で渡ろう
とする」って言われたことがあります
（笑）。私って勢いでやってるところ
があるから。

演劇が残すもの

―総合高校で演劇の講師を続け
て、もう20年近くなるそうですね。
　そうなんです。生徒たちには、舞
台に立つ緊張感と、一生懸命作った
ものを誰かに見せて「よかったね」
と言われることを通して、演劇を
やってよかったと思える何かが残っ
てくれたらいいなと思っています。
　高校で教え始める前、「くみかとや
ると楽しいよね、でも何が残る？」と
言われたことがあります。「そうか、
楽しいだけじゃだめなのか」って。
演劇を通して何を学んでいるのかな
と考えていました。
　単発のワークショップと違って、
生徒たちとは長くつきあうことになる
から、青春時代のこの演劇の経験

が、その後の人生にどう影響してい
るのかが見えるようになってきました。
卒業した生徒が「この経験がいま活
きている」と言ってくれて、すごくう
れしかった。生徒たちにはたくさん
教えられました。
―それは、くーちゃん自身が「こど
もの館」で感じたこととも繋がってい
るように感じます。
　まさにそうだと思います。毎年「こ
どもの館劇団」が終わった翌日は、
ホームシックになっていました。あ
あ、終わっちゃったって朝起きて悲
しくなる。私にとって「こどもの館
劇団」がホームでした。自分の居場
所を見つけたんですよね。生きてて
いいんだって思いました。その頃に
人生のすべてを芝居にかけようと決
めたんです。
―くーちゃんにとって演劇とはどん
な存在ですか？
　好きなんですよね、演劇が。こん
なに楽しいんだもん、みんなやろう

よっていう気持ちもあ
ります。『演劇ワーク
ショップラボ』＊5で出
会った年下の子たちが
ワークショップをやり
たいと言っていて、私
にできることがあるな
ら手伝いたいと思いま
した。演劇は愛です
ね。この間、柏木が
「そっか、演劇はうれ

しいんだ」って言っていて、すごく
納得しました。楽しいは楽しいんだ
けど、でも、「うれしい」。お芝居が
できて本当にうれしい。人生でそう
いうものが見つかってよかったと思っ
ています。

インタビュー

如月小春との 
出会い

―演劇ワークショップに足を踏み
入れたのは、世田谷パブリックシア
ターの『中学生のためのワークショッ
プ』がきっかけだそうですね。
　はい。当時、私は大学で如月さん
（如月小春＊1）の授業を受けていまし
た。如月さんがワークショップの大
学生スタッフを探していると聞き、

「やりたいです」と自分から申し出た
のが始まりです。
　ただ、ワークショップみたいなこ
とは、小学校の演劇クラブで経験し
ていました。台本は使わず、エ
チュードをやったり、身体を使う
ゲームをやったり、とにかく遊んで
いるみたいで、すごく楽しかったん
です。その後も中学、高校と演劇部
に所属し、ここでは台本はあったも
のの、やっぱりずっと遊んでいる感
じで、楽しく演劇をしていました。

―それから大学でも演劇を専攻さ
れたのですね。
　大学ではじめて、プロの演出家の
もとで舞台づくりを体験しました。
その中で如月さんと出会ったんです
が、如月さんの現場はそれまでとは
ずいぶん違っていました。本番が近
づいてもピリピリしてくるような雰囲
気がなく、いつまでも仲がいい。お
互いに気遣いあい、和気あいあいと
していました。
　たぶん如月さんが、主役だけでな
く、端役の一人ひとりに対して気配り
をしていたからだと思うんです。全員
へのケアがすごかった。当時ワーク
ショップがなんなのかもよく知らな
かったんですけれど、如月さんが大
好きだったから、ワークショップに
参加したいと思いました。

「如月さんの 
演劇ワークショップ」

―アシスタントとして参加した際、
如月さんから守ってほしいと言われ
たことがあるとお聞きしました。
　「子どもたち全員と一言でもいいか
ら話をすること」と、「子どもたちに
ダメって言っちゃダメ」ということで
す。特に後者は、それを守るために
すごく試行錯誤をしました。
　参加者がグループに分かれて、そ
れぞれ大学生スタッフが2人くらいつ
いていたんですけれど、よく覚えて
いるのは、ダンボールにアルミホイ
ルを貼って騎士の甲冑を作りたい子
がいて。すぐにやぶれちゃうんですけ
ど、どうしてもそうしたい。でも毎回
ワークショップが終わるたびに補修
（笑）。私たちスタッフは「ダメって
言っちゃダメ」だから、どうすればそ
の子のやりたいことが実現できるか
悩んで、別のアイデアを提案したりし
て。そういうことをひたすらやってい
ました。

青山公美嘉 （あおやま くみか）

桐朋学園大学短期大学部芸術科演
劇専攻にて演劇を学ぶ。1999年に
渡英し、大道芸人として活動。帰国
後、NPO法人演劇百貨店のワーク
ショップに進行スタッフとして参加。
2007年より都立若葉総合高校の演
劇の授業を担当。兵庫県出身。ロ
マンチストな乙女座で、おおざっぱ
なO型。世田谷パブリックシアター
契約進行役。

＊1  如月小春：35ページ参照。
＊2 こどもの館劇団：兵庫県立こどもの館
による演劇活動事業。青少年の豊かな感性、
自己表現力、創造力、コミュニケーション力
を高めることを目的に実施される。
＊3  柏木陽：13～15ページ参照。
＊4  演劇百貨店：35ページ参照。
＊5  『演劇ワークショップラボ』：演劇と劇場
の可能性について思考・実験することを目的
として行う、世田谷パブリックシアターの人
材育成事業「SPTラボラトリー」の一つ。公
募で集った研究員を中心に、ゼミや自主企画
のほか、公開レクチャーを年間を通して開催
している。

『小学生のためのエンゲキワークショップ』

『演劇ワークショップラボ』での研究会

02
大西由紀子（さんちゃん）
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　参加者がプレッシャーを感じず、
リラックスできる状態をつくることで
すかね。その人が自分を自然に出せ
て、その人の良さが出てくるところを
見たい。そのためにプログラムのス
テップはすごく緩やかにしています。
　例えば、「秘密基地」をテーマにし
たときは、いきなり動くのではなく、
まずはグループでおしゃべりをしな
がら秘密基地の設計図を模造紙に
描いてもらいました。そうすることで
イメージがどんどん広がっていくんで
すけれど、共通の紙に書くことで具
体的に一つの形に落とし込まれてい
くんです。台本を作っている感じで
すね。ここにしっかり時間をかける
と、演劇を立ち上げるときには、グ
ループですでに共通のイメージがで
きているから、パッと作り出せるんで
す。このやり方だと参加者のイメー
ジを膨らませられるし、負荷も少な
いと思っています。
―「気がついたら演劇ができてい
た」という状態をデザインしてるんで
すね。
　そうですね。よく工作を取り入れ
ていますが、これは参加者がわくわ
くして「演劇を作りたい！」と自然に
思える仕掛けのひとつです。工作を
楽しみながらイメージを膨らませて
いき、グループですり合わせていく
ことで、「台本」が生まれていく。進
行役が無理に引っ張るのではなく、
参加者が無理なく自分で動き出せる
場をつくりたいと思っています。
　私はたぶん、進行役として目立た
ない方だと思うんです。参加者からし
たら、強い印象が残らないかもしれ
ない。でもワークショップに私の色
がつかないことが私らしさで、そん
な場だからこそ、参加者の個性がよ
く見えるんじゃないかと思っています。
　今は、ファシリテーターの育成に
興味があるんです。「素材を伸ばす」
育成ができたらいいなって。自分が

きつい思いをしてきたから、「その人
だからできること」を大事にして、そ
の人がやりたいことを叶えたいなと
思っています。
―2014年に出産・育児でお休み
され、それから年1、2回のペース
でお仕事されていましたね。2年ほ
ど前から定期的に『巡回団』＊4に入っ
ていますが、久しぶりの学校現場は
いかがですか？
　全体に言葉の比重が増えたように
感じます。以前なら、態度や表情、
みんなの共通の感覚といった言葉以
外の曖昧なもので通じ合っていたこ
とが、いまは言葉でないと伝わらな
い。すべてが言葉で赤裸々になって
いて、一つひとつ言葉を尽くして説
明し、言葉で指示をしないと納得し
てもらえない雰囲気があるなって思
います。
　また教室から飛び出す子が増えた
ようにも思いますし、集団で相談す
るのが下手になっている気もします。
　日頃、子どもを育てていても、演
劇ワークショップみたいな場所は本
当に少ないなと感じています。身体
で表現できる場も、たくさんの人と
話し合う場もあまりありません。演

劇ワークショップは、わくわくを叶え
る場所で、子どもたちがのびのびと
自由にしているし、コミュニケーショ
ンもすごくとりますよね。だからいま
改めて、「やっぱり演劇ワークショッ
プっていいよね」と感じています。

―如月さんの演劇ワークショップ
のどんなところに惹かれたのでしょ
うか？
　人が大切にされて、みんなが一体
になっていくのが楽しいと思いました。
その子が持っているものを大事にし
て、その子の良さを引き出していくと
ころ。それで子どもたちが変わって
いくことに驚かされました。こんな
演劇があるのかって。
　それに、現場のエネルギーが圧倒
的に高かったんです。中学生も、ス
タッフたち大人も。如月さんが「自
分たちが楽しいだけじゃなく、お客さ
んが楽しめる良い作品を作ろう」と話
してくれたことがあって。静かな語り
口なのに、みんなの中に「よし、や
ろう！」と火が灯っていく。如月さん
の伝える力がすごいんだと思います。
　大学で私が経験してきた演劇では、
ともすると心身が削られていくところ
があって。追い詰められて出てくる
表現もあるけれど、自己肯定感とか
自分の核みたいなものすらも削られ
ていくことがありました。でも、如月
さんの現場ではそんなことが一切あ
りませんでした。

はじめての 
進行での挫折

―どのようにしてワークショップを

進行するようになったのでしょうか？
　このワークショップで一緒だった
おじさん（柏木陽＊2）に「演劇ワーク
ショップがやりたい」と言ったら、如
月さんのところに連れていかれ、「柏
木の下につきなさい」と言われました。
その直後に如月さんが亡くなってし
まい、おじさんのアシスタントとして
ワークショップに行くことが増えまし
た。2003年には、おじさんを代表
に世田谷パブリックシアターのワー
クショップで一緒に活動してきたメ
ンバー数名とNPO法人演劇百貨店
＊3を立ち上げました。
―はじめてのワークショップの進
行はうまくいかなかったそうですね。
　あの日のことは本当によく覚えて
います。はじめてゲームの進行をひ
とつ任されたのですが、参加者はや
る気満々だったのに、自分がヘタす
ぎて！ みんなどんどんやる気をなく
して、途中でおじさんに進行を引き
取られました。ワークショップが終
わった後、一緒にいた百貨店のメン
バーに、「どうしたらいいんでしょう
ね…」とつぶやかれ。「早く一人前に
なってください」って言われて、泣き
ながら「私は一生アシスタントでい
い！！」って叫びました（笑）。それが
20代前半のことです。
―その後も多くの葛藤を経験され
ましたね。

　同世代の同じ目線で話せる人がい
なくて、この時期は本当にしんど
かったです。大混乱の中、怒られな
がら必死にやっていました。周りの
人は自分の経験からアドバイスをく
れますが、ワークショップって進行
役個人が作り出す雰囲気や間合いが
あるから、私にはうまくはまらない。
でも当時はそのことに気がついてい
ないから、何が正解なのか分からな
くなってしまいました。
―そんなつらい思いを抱えながら
も、演劇ワークショップを続けてこ
られたのは、なぜでしょうか？
　やっぱり、ワークショップ自体が
楽しかったからだと思います。特に
学校でのワークショップが好きでし
た。学校って、同じプランをもって
いくことが多いけれど、子どもたち
の反応や空気感を見て、「ああ、こう
きたか、じゃあこっちの方向にいこ
う」とか「この言い方に変えよう」と
か。本当に微細に変えますよね。そ
れが職人みたいで楽しいなと思って
いました（笑）。

自分の経験から 
大切にしていること

―ワークショップの場をつくる上で、
大切にしていることはなんですか？

インタビュー

大西由紀子 （おおにし ゆきこ）

NPO法人演劇百貨店所属、ファシ
リテーター。 桐朋学園大学短期大
学部演劇科卒業。 同短期大学の専
攻科修了。 総合高校にて非常勤講
師を勤め、その他各地の学校、児
童館、デイサービス、美術館などで
進行を行う。 現在は出産を経て復
帰し、育児をしながら少しづつワー
クショップをしている、工作大好き
ママ。世田谷パブリックシアター契
約進行役。

＊1  如月小春：35ページ参照。
＊2  柏木陽：13～15ページ参照。
＊3  NPO法人演劇百貨店：35ページ参照。
＊4  『巡回団』：35ページ参照。

『小学生のためのエンゲキワークショップ』

『子どもごちゃまぜ演劇ワークショップ』

『小学生のためのエンゲキワークショップ』
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インタビュー

宝塚を目指した日々

―演劇をはじめたきっかけは宝塚
だったそうですね。
　中学2年のときにテレビで宝塚を
見て、「入りたい！」と思ったんです。
学校に演劇部はなく、私は卓球部に
入っていて、卓球で高校に進学する
つもりでした。でも「宝塚に行きま
す！」と宣言して、親も先生も「ど
ひゃー！」ってなりました。それで、

これから習い事にお金がかかると思
い、公立高校に進学しました。1年
生から受験スクールに通い、さらに
宝塚の試験官の先生がやっている教
室にも通い始め、最終的には1週間
休みなしの生活になりました。家の
経済状況がよくなくて、自分が食い
つぶしていることを感じていたので、
高校卒業間際には朝から学校をさ
ぼってバイトし、レッスンに行く交通
費を稼いでいました。
―多忙な毎日だったのですね。当

時はどういう心境だったのでしょう
か？
　宝塚は18歳までという年齢制限が
あるから、いま頑張るしかないと
思っていました。高校1年生から3
年生まで毎年受験しました。全てを
かけて、背水の陣で臨んでいたので、
受験が終わった後は「なんにもなく
なっちゃった」って思いましたけど、
正直言うと、ちょっとほっとしたとこ
ろもありました。最後の年は、もし
落ちたら東京に行こうと思っていまし
た。舞台をやるなら、東京しかない
だろうと。
―そうして、高校卒業後に上京さ
れたのですね。
　東京に行くお金を貯めるため、朝
から晩までバイトをしていました。
あっという間に資金が貯まり、東京
の芸能事務所の養成所に入りまし
た。最初は週2回くらい実家から通
い、半年後に本格的に上京しました。
養成所では約1年学び、オーディ
ションを受けながら舞台に出演して
いました。
　舞台を続けたのは、たぶん悔し
かったからだと思います。バレエと
歌は受験で落ちたので自信がなくな
り、「まだやっていないのは、演劇
だ！」と。でもそうやって俳優をして
いても、楽しいより、悔しい気持ち
が勝っていました。一緒にレッスンし
て受かった人たちは、もう宝塚の舞
台に立っているのにって。でも、「悔
しい」で続けていくのも、限界があり
ますよね。舞台には真剣に取り組ん
でいたけれど、「なんか違うかも」「続
けられないかも」とずっと思っていま
した。

ファシリテーターを目指す

―ファシリテーターを志すように
なった経緯を教えてください。
　2015年に劇団「ままごと」の公演

に出演しました。これが本当に楽し
くて、オーディションのときから雰囲
気がすごく良かったんです。それま
でのオーディションは鎧をかぶって
いくところでしたが、そこは「鎧をか
ぶっていたら落ちる」と思うような朗
らかな現場でした。
　稽古は集団創作で、演出の柴幸男
さんが、これはワークショップという
もので、ファシリテーターという仕
事があると話してくれました。興味が
ある人がいたら詳しくお話ししますと
言ってくださり、演劇を続けていくヒ
ントになればと思って、手を挙げま
した。柴さんは、「こういう風にすれ
ばプロでない人も演劇がつくれるん
だよ」と、この稽古の中でやったこ
との意味を一つひとつ教えてくれま
した。
　それで、ファシリテーターになり
たいと、いろいろ探していたら、穂
の国とよはし芸術劇場PLATで養成
講座が開催されているのを見つけて、
通うことにしました。

―東京から通ったのですよね。本
当にすごいバイタリティです。
　宝塚受験を思えば、なんてことも
なかったです。それに劇場の方がす
ごい笑顔で「はるばる東京から！！」
と、ものすごくもてなしてくれたんで
すよ！ 劇場の人にこんなに歓迎され
たことがなかったから、今までの演

劇の世界と違いすぎて
本当にびっくりしました。
　その養成講座で講
師をされていたのが、
こーたさん（すずきこー
た＊1）、柏木さん（柏木陽
＊2）たちです。この講
座でいろいろな人に出
会うことができ、演劇
には多様な関わり方が
あることを知りました。

はじめてのワークショップと 
挫折

―世田谷パブリックシアターとの
関わりはどのように始まったのでしょ
うか？
　こーたさんに、「来週末に、『巡回
団』＊3の活動で手伝った学芸会があ
るよ」と教えてもらいました。その学
校が、当時住んでいた家の5軒隣
だったので、「え？ そんな近くに現場
が？」と思って、観に行ったんです。

一年生6クラス、全部で
200人くらいが『にんじん
ばたけのパピプペポ』を
やっていました。子ども
たち全員がにんじん役
で、200本のにんじんが、
「せーの」で、ぴょん、と
一斉に飛び上がって抜け
たんですよ。もう、度肝
を抜かれまして。
　宝塚は、出演者全員が
宝塚にものすごく入りた
くて、日夜訓練を重ねて

きた人たちだから、一糸乱れぬパ
フォーマンスも当然といえば当然で
す。でもこの子たちは、演劇に興味
のない子もいるだろうに、恥ずかし
いと思う子もいるだろうに、200人
みんなが息をそろえている。しかも
みんな楽しそう。そのことに、すご
くびっくりしました。これは、宝塚よ

りも大変なことを私はやろうとしてい
る、と。 200人をその気にさせて、
舞台表現として成立させるワーク
ショップやファシリテーターってすご
いなと、そのとき心から思いました。 
―その後、世田谷パブリックシア
ターのワークショップにアシスタント
で入るようになりましたね。はじめて
進行されたのは、夏休みに開催した
子ども向けのワークショップでした。
　はい。このデビューは苦い思い出
になりました。一生懸命に取り組ん
だんですが、心が折れてしまいまし
た。アシスタントに任せてしまったり、
進行役が拾うべきことに対応できな
かったりしました。その後の反省会
で、劇場の人に「責任感がない」と
指摘され、自分でもその通りだと思
いました。ポロポロ泣きながら、「い
ま任せてもらっている仕事を、責任
をもって努めますので、それを見て
から判断してください」とお願いしま
した。 

前例がないことが、 
力になった

―その後はどのようにワークショッ
プに取り組まれたのでしょうか？
　とにかく一つひとつの現場に、全
力で向き合いました。こーたさんが
ときどき「ゲームの進行、やってみ
る？」と振ってくれるので、「やりま
す！」と、全部やっていました。「今

『ともにゃの部屋～黒田真史さん』『ともにゃの部屋～中川陽子さん』

『小学生のためのエンゲキワークショップ』
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日はやめておきます」なんていうこと
は絶対なし。とっちらかって、こー
たさんに回収されることも多かった
ですけど（笑）。
　その姿勢を評価してもらえたのか
どうかは分かりませんが、翌年、知
的障がいのある方が働く「下馬福祉
工房」でワークショップの進行をやっ
てみないかと声をかけてもらいまし
た。月1回あるレクリエーションの
時間に演劇ワークショップを実施す
るというものです。
　その後、劇場と下馬地区の福祉団
体や町会が連携してアートプロジェク
ト「極楽フェス」を開催することにな
り、その演目の一つを私が担当させて
もらうことになりました。それが『と
もにゃの部屋～黒田真史さん』です。
―障がい当事者の黒田真史さんの
人生を紹介する演劇を、大学生と一
緒につくる企画でしたね。これも、
下馬福祉公房でのワークショップも、
劇場にとって初めての試みでした。
　そうなんですよね。だから誰の真
似もしようがありませんでした。人の
真似じゃなくて、自分がいまここにい
る人とできることをやろう。みんな
でできることを探して、楽しく実りの
多い時間を過ごすことができればい
いんだと思えました。それまで卓球
も宝塚も、正解があって、そこにた
どり着かなければならないという気
持ちでやっていたんですけれど、前
例や正解がないということが、自分

にとって良い方に働いたかもしれま
せん。

ワークショップで 
大切にしたいこと

―その後、『世田谷パブリックシ
アター中学生演劇部』＊4（以下、『中学
生演劇部』）の長期間のワークショッ
プも担当されました。中学生たちと
の活動はいかがでしたか？
　参加してくれた子たちは、舞台に
立ちたいと強く思っている子もいれ
ば、その場の時間を楽しみたい子も
いて、みんなばらばらでした。そん
な一人ひとりに見せ場をつくり、み
んなが輝けるよう意識して取り組ん
でいました。
　この時期にどんな大人に出会う
かってすごく大きいですよね。私は
中学高校時代に出会った人が、その
後の人生にすごく影響しました。習
い事だったら、どういう先生に出会
うかで、その子のキャリアや思い出
も全部変わってしまう。だから、こ
の子たちが演劇をやってよかったっ
て思える場にしたいし、自分がそう
できる大人でありたいという一心で
やっていました。 
―ワークショップに活路を見出し、
歩みを進めてこられました。いまは
『巡回団』をはじめ、1年を通して活
動されています。
　私、世田谷じゅうの子どもを育て

ている気持ちでいるんです。私は遊
ぶのが得意ではない子どもでした。
楽しい子ども時代ではあったんです
けれど、何の意味もない時間は過ご
してこなかったんですよね。大人に
なって、すごくもったいなかったなと
感じています。だから、ワークショッ
プでは遊ぶ時間を大切にしたい。何
でもない時間を大事にしたい。とは
いえ、何かに打ち込むことの楽しさ
もあるから、どちらもやりたいんです
よね。
　それからワークショップが、安心
して気持ちを受け止め合えて、そこ
にいる人たちが朗らかに楽しく時間
を過ごせる場であったらと思っていま
す。集中したり、挑戦したり、すごく
くだらないことで笑ったりしながら、
安心して自分らしくいられる場にした
い。もし自分が小さい頃に、そうい
うワークショップに出会っていたら、
もう少し安心して、気楽に生きるこ
とができていたかもしれないなと思
うんです。

インタビュー

演劇部という居場所

―演劇をはじめたきっかけを教え
てください。
　高校で怖いヤンキーの先輩に脅さ
れて、演劇部に入ったんですよ。演
劇なんてやるつもりもなくて、縁遠い
ものだと思っていました。通ってい
た高校は、全員がヤンキーみたいな
ところでしたけれど、演劇部は全国
大会で最優秀賞を取るほどの強豪の

部活だったんです。カリスマ的な先
生がすべてを仕切っていました。も
う、ほとんど軍隊。俳優トレーニン
グで、体を徹底的に鍛える。稽古が
始まる前に二時間くらい基礎トレー
ニングをやるのが日常でした。
―無理やり入らされた演劇部を辞
めずに続けたんですね。演劇が面白
かったんでしょうか？
　正直、よく分からない。僕にとっ
て演劇って謎だらけだったんですよ
ね。観てくれた人たちは「面白かっ

た」と言ってくれる。でもなんでそう
なのか分からない。だからのめりこ
んだのかもしれません。
　あともう一つ、僕はクラスの中で
自然に友達を作って馴染めるタイプ
ではありませんでした。でも演劇部
に行けば、役があったり、関われる
スタッフワークがある。高校の中に
そういう居場所があったのは大き
かったんじゃないかと思います。結
局、高校3年の1月まで舞台に立っ
ていました。

大学での特別な授業と 
はじめての現場

―その後、桐朋学園大学に進まれ
て、如月小春さん＊1に出会うわけで
すね。
　そうです。如月の授業ではエチュー
ドをやっていました。そういう授業
は他でもありましたけれど、僕はす
こぶる苦手だった。ところが、如月
の授業だけは違ったんです。やって
いることは同じはずなのに、不思議
と面白くて。その理由が知りたかっ
た。如月小春という人が、何を見て、
何を考えているのか知りたかった。
それで如月に、仕事を手伝わせてほ
しいとお願いしたんです。
―初めて手伝われたのは何の現場
ですか？
　如月が実行委員長をつとめたアジ
ア女性演劇会議です。気がつけば一
か月ほど、毎日ただ働き。封入作業
やチラシ折り込みから、会場設営、
参加者アテンド、音響や照明のオペ
レーションまで、何から何までやりま
した。ちょうど一人暮らしを始めた
ばかりの頃で、ライフラインは全部
止まりました。家賃も払えなかった。
それでも後悔はないくらい、決定的
な体験ができました。
―どんな体験だったのでしょうか？
　あるとき如月に「なんで『アジア

大道朋奈 （おおみち ともな）

京都府出身。20歳で上京し演劇を
始める。2015年に穂の国とよはし
芸術劇場PLATのワークショップ
ファシリテーター養成講座に参加、
以後、ファシリテーターとしても活
動。遊びの中から生まれる表現とそ
の人らしさを大切に、そこに集まっ
た人たちと演劇を作っている。世田
谷パブリックシアター契約進行役。

＊1  すずきこーた：19～21ページ参照。
＊2  柏木陽：13～15ページ参照。
＊3  『巡回団』：35ページ参照。
＊4  『世田谷パブリックシアター中学生演劇
部』：35ページ参照。

『世田谷パブリックシアター中学生演劇部』

 坂功樹

柏木 陽
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ワークショップの進行スタイル

―それから25年以上の経験を積
まれ、柏木さんの進行スタイルは確
立されているようにもみえます。ご
自身では自分の進行についてどのよ
うに思われていますか？
　僕の進行は、如月小春とNTと落
語を足して3で割った感じだと思い
ます。
　僕が「参加者の事情は何だろう」
と考えるようになったのは、如月の
現場の経験からです。あるワーク
ショップに毎回遅刻してくる子がい
て、他の子はイライラしていましたけ
ど、如月は普通に接していました。
ある日、その子が小道具のわらじを
持ってきたんです。それを編んでい
て遅くなったと。如月は「そっか。編
み終わったから明日は早く来てね」
と笑ってたんですよね。そういう風
に、如月が「遅刻しちゃダメだよ」
で終わらせないところを見ていまし
た。たぶんその子は、そうやって仲
間に入ろうとしたんだと思います。行
動の背景にはさまざまな可能性があ
ることを考えておかないといけない
と思うようになりました。
　NTの人たちからは、「参加者に見
たまま返す」ことを学びました。例え
ば、顔の前で両手の平を広げている
姿に対して、「水を飲んでる」とか「自
分の顔を映している」とか、想像し
たことを言いがちです。でも、やっ
てる本人の意図とずれるかもしれな
い。一つ手前の「両手を目の前に
持ってきている」という事実は絶対
にずれないし、「これを見た」という
ことを伝えることができます。
―落語というのは意外ですね。
　僕、ワークショップ冒頭の話が長
いんですよね。あんまり早くアクティ
ビティを始めると、「話す」「聞く」の
関係が作れない気がして。そうする

と指示の言葉が通ら
ない。でも話を聞い
ていて楽しくないと、
子どもたちはその場
にいられない。まず、
「この人の話を聞く
のは面白い」となっ
てくれれば、その後
も話を聞いてくれる
んじゃないかなと
思ったんですよ。アクティビティの中
で関係を作ることができればいいん
ですけれど、そこまで器用じゃない
ので、僕の場合はそうしています。

作品づくりへの挑戦

―今後やってみたいことはありま
すか？
　長い間、ワークショップの仕事を
続けてきて、教育普及とか社会包摂
みたいな仕事に携わる演劇人として
社会的に認められようとしてきました。
でもそうならなかったっていうのが
僕の実感です。例えば『巡回団』＊4

はすごく社会で役に立っている大事
な仕事だと思うんですが、演劇界で
のキャリアにはつながらなかったっ
て思っちゃったんですよね。つまり、
演劇界では、演劇ワークショップの
位置づけが低いということ。だから、
演劇界の価値基準の中で、自分の
価値を上げていくためには、作品を
作れることを示していかないといけ
ないと思ったんです。
　その意味で、長くやらせてもらった
『地域の物語』＊5は、僕にとってすご
く大事な仕事になったと思っていま
す。性的マイノリティや障がい当事
者の方々と出会えたのも僕にとって
ありがたいことでしたし、一緒に
しっかりと演劇作品を作ったという
手ごたえがありました。さらに『介
助と障害を巡る旅～ゆうじさんちシ
アター』＊6、『うけいれる身体・うけい

れられない身体』＊7といった再演もし
た作品に繋がっていき、一定のイン
パクトを残せたのかなと思っていま
す。ワークショップを仕事にする演
劇人として、この先も作品を作るこ
とにチャレンジしていかなきゃいけな
いなって、いま考えています。

インタビュー

女性演劇』なんだと思う？」と聞かれ
たんです。僕はただ如月が知りたく
て来ているだけなので、全く分から
なかった。如月は、「全部、マイナー
なものなんだよ」って。アジア、女性、
演劇。その全部が、社会の周縁に
あるものなんだと。この人は、そう
いうところを見ているのかと知るきっ
かけになりました。
　如月はこの数年前に国際女性劇作
家会議に招かれ、欧米の劇作家や
記者たちから質問を受ける中で、自
分たちは「辺境の地」で演劇をやっ
ているんだという現実を突きつけら
れたんです。この辺境の地で、女性
が、演劇をやるとはどういうことか。
「マイナーなもの」が、社会にどんな
インパクトを与えられるのか。すべて
を一緒に考えようとしたのがこの会
議だったと思っています。
　もしこれに関わっていなかったら、
僕は今やっているような活動はして
いないかもしれません。それくらい、
僕にとってエポックメイキングな出来
事でした。

集団創作のはじまり

―世田谷パブリックシアターとの
関わりは、どのように始まったので
しょうか？
　劇場がオープンした1997年に、
如月が作・演出したリーディング公演

の演出助手をやりま
した。その縁で、ロ
イヤルナショナルシ
アター＊2（以下、NT）

の進行役育成のため
のワークショップに
参加させてもらうこ
とになりました。
　このワークショッ
プに参加したのは、
如月小春の役に立ち
たかったから。でも

ワークショップを受けていくうちに、
ワークショップそのものへの興味が
湧いてきました。「NTのメンバーの目
に映るものはなんだろう」とか、「い
まゲームを止めて、参加者に声をか
けたのはなんでだろう」とか、ずっと
考えていました。
　その頃から、如月に「パブリック
シアターのワークショップに参加して
るんだから、なにかできるだろう」と
言われて、如月の現場の最初15分
くらいを進行するようになっていきま
した。
―その後、1999年に如月さんが
進行された『中学生のためのワーク
ショップ』にアシスタントとして参加
されました。
　如月の教え子の学生たちがアシス
タントで、僕がアシスタント長のよう
な立場でした。2年目のワークショッ
プを控えた2000年の
暮れ、如月から次の公
演の構想を聞き、「予
定あけといてね」と言
われて、「分かりまし
た」と言って別れたの
が最後です。如月は
12月の初めに倒れて、
意識が戻らないまま亡
くなりました。葬式を
出した翌日、劇場の人
に呼び出されて。3日
後にワークショップの

初日が迫っていました。中止にしても
いいと言ってくれましたが、「やりま
す」と答えました。『夏の夜の夢』を
もとにやることは決まっていたので、
それはそのまま引き継ぎました。
―如月さんのワークショップでは、
ご本人が台本を書いていらしたそう
ですね。このときは、どのように
作ったのでしょうか？
　そこではじめて、集団創作に取り
組むことになったんです。とはいえ、
台本はあるにはありました。如月が
兵庫の児童館「こどもの館」でワー
クショップをやったときに書いたもの
があった。でも絶対に使っちゃだめ
だって思ったんですよね。如月の現
場に一緒にいて、ワークショップって
目の前にいる人たちのためにやるん
だなって思ったんですよ。だって如
月はワークショップのたびに新しく書
き下ろしていたから。その年に初めて、
何も知らずに楽しみに参加する子た
ちがたくさんいるんです。その子たち
を追悼に巻き込むわけにはいかない。
だからワークショップで如月の名前
はいっさい出しませんでした。
　2003年、このときのワークショッ
プをともにした数人とNPO法人演劇
百貨店＊3を立ち上げました。名前は、
ワークショップのタイトル『演劇百
貨店―ようこそいらっしゃいませ』か
らもらいました。

柏木 陽 （かしわぎ あきら）

1993年、演劇集団「NOISE」に参
加し、劇作家・演劇家の故・如月小
春とともに活動。2003年にNPO法
人演劇百貨店を設立し、代表理事
に就任。世田谷パブリックシアター
契約進行役。

＊1  如月小春：35ページ参照。
＊2  ロイヤルナショナルシアター：35ページ
参照。
＊3  NPO法人演劇百貨店：35ページ参照。
＊4  『巡回団』：35ページ参照。
＊5  『地域の物語』：35ページ参照。
＊6  『介助と障害を巡る旅～ゆうじさんちシ
アター』：世田谷パブリックシアター主催のツ
アー型演劇作品。2021年の「極楽フェス」
内にて初演。重度脳性麻痺のある「ゆうじさ
ん」と、その介助者たちへの取材をもとに、
柏木陽が構成した。
＊7  『うけいれる身体・うけいれられない身
体』：世田谷パブリックシアター主催の地域
の物語2022『老いをめぐるささやかな冒険』
内で上演された作品。世田谷区在住の重度
脳性麻痺のある4名へのインタビューをもと
に、柏木陽ら俳優が創作した。

地域の物語2024『うけいれる身体・うけいれられない身体』

地域の物語2024
『ラップしようぜ！～コロナの日々をふりかえる』

地域の物語2021『下馬のゆうじさんをめぐる冒険』

 鈴木真貴

 鈴木真貴
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インタビュー

成沢さんの「謎の演劇」

―はじめて演劇ワークショップに
触れたのはいつのことですか？
　高校のときです。演劇学科がある
芸術総合高校で、成沢さん（成沢富
雄＊1）の授業がありました。週1回、
3年生の1年間だけだったんですが、
それが面白くて。いわゆるレッス
ンっぽい授業がほとんどの中、違う
角度の内容で、いま劇場でやってい

るワークショップのようなことをやっ
ていました。
　当時の私は、すごく疲れてたんで
すよ。レッスンっぽい授業にも、演
劇部にも、人間関係にも。「すべて
の授業に出たくない」となっていた時
に、成沢さんの授業だけは楽しく受
けられたんですよね。
　大学進学を考えるとき、成沢さん
に、どこでその成沢さんの謎の演劇
が学べるのかと聞いたら、「日芸（日
本大学芸術学部）に熊谷ってやつがい

る」と教えてもらいました。そこで熊
谷保宏先生＊2のいる日芸の理評コー
スに入りました。

思わぬ進路へ

―それから大学でワークショップ
や演出を学ばれたのですね。卒業
後はどういう道を進まれたのでしょ
うか？
　芸術学部なので、まわりに就活の
気配はなく。私も、友人の団体に出
たり、自分の団体で公演したりして
いたので、それを続けたいなと思い
ながらも、本当にフラフラしていて、
そのまま卒業しました。そうしたらす
ぐ、母校の先生から「どうせフラフ
ラしているんだろう」と電話がかかっ
てきて、「非常勤の枠が空いているか
らおいで」と声をかけてもらいました。
熊谷先生の勧めで教員免許を取って
いたんです。そうして高校の国語科
の講師になりました。
―ほぼ同時期に、世田谷パブリッ
クシアターの現場に入るようになり
ましたね。
　はい。世田谷パブリックシアター
で大学の先輩が働いていて「進行ア
シスタントをやらない？」と連絡がき
ました。ワークショップはすごく面白
かったんですけれど、たまに進行役
から「やってみる？」とゲームの進行
を振られることがあって、それが超
怖かったです（笑）。「遊びに来ただけ
なのに」と思っていました。当時は
ファシリテーターになりたかったわけ
ではないですが、「こういう仕事が
あって、長く続けている人がいるん
だ。それはいいな」と思っていました。

中学生とのワークショップ

―はじめて進行したのは『世田谷
パブリックシアター中学生演劇部』＊3

（以下、『中学生演劇部』）ですね。

　そうです。それまで『中学生演劇
部』にはアシスタントで入っていまし
たが、劇場の方に第1期か第3期か、
1日だけの短いワークショップの進行
をやってみないかと声をかけてもら
いました。劇場の方とプランを考え
ているとき、大人と中学生の面白い
ことが違うという話になり、中学生
の面白いことを立ち上げてみたらど
うだろうと提案してくださって、その
方向でやることにしました。手法は、
それまで見てきたファシリテーター
や、出演した団体でやっていたゲー
ムを真似しました。自分のエピソー
ドから演劇を立ち上げることもやりま
したね。それは成沢さん、こーたさ
ん（すずきこーた＊4）がよくやってい
たので、それをやるのが普通のこと
だと思っていました。
―やってみていかがでしたか？
　すごく楽しかったです。アシスタン
トのときに出会った子がまた参加し
てくれて、参加者との関係がわりとで
きていたので、話がよく通じました。
だから「進行役デビュー」という感じ
ではなく、自分の団体で役者さんと
つくるときと同じ、「演劇つくろう
ぜ！」というノリでやっていた気がし
ます。本当に幸運なことに。
―その翌年には、世田谷区立中
学校演劇発表会（以下、区大会）＊5に
むけて作品づくりを行う第2期を進
行しました。
　「区大会に向けて作品をつくる」と

いう明確な目的があった
分、進めやすくはあった
んですが、子どもたちと
長期的に関わることの大
変さも感じました。子ど
も同士の関係性に左右さ
れる場面も多く、私の関
わり方も未熟でした。
　また学校に行っていな
い子や、居場所を求めて参加してい
る子がいて、ここが嫌な場所になら
ないようにしたいという思いがありま
した。ただ、区大会へのモチベー
ションの高い子が多かったので、そ
の意欲に乗っかって、「ここは作品を
みんなでつくる場所なんだよ」とい
う前提を崩さないように意識してい
ました。

みんなでテーマを決める 
という選択

―第2期の進行を4回担当されま
したが、そのいずれも事前にテーマ
を設定していません。それはどうい
う思いからでしょうか？
　本当は、私が決めたテーマを中学
生に提案して進めたいと思っていた
んですよ。でも、実際にやるのは中
学生だから、「中学生がやりたいこと
をやってほしい」という気持ちが強く
ありました。でもこれまでの経験か
ら、大人と子どもの手触りがかなり
違うと思っていたので、中学生に手

渡せるテーマが分かり
ませんでした。
　そこで、ワークショッ
プの中で、みんながや
りたいことを出し合い、
コンペで決めることに
しました。中学生も
いっぱいやりたいこと
があるし、私もあるし、
「一番合理的なのはコ
ンペだ」と。

　また世田谷パブリックシアターの
ワークショップでは、参加者とスタッ
フがフラットな関係で、あくまで「一
緒にやる立場」であることが徹底さ
れていることを感じていました。そ
もそも自分自身、演出と役者のどち
らもやっていて、その格差に違和感
があったこともあり、ファシリテー
ターと参加者の関係性については意
識的だったと思います。
―この時期、平行して高校演劇の
審査もされていましたね。
　はい。そのことも影響していると
思います。審査をしていると、大人
の手が入っているのがはっきりと分か
るんですよね。私自身も演劇部でし
たが、当時は、熱心なあまり、部員
を自身の劇団の団員のようにしてい
る顧問の先生もいたりして、審査員
の方が「部活は劇団じゃないんだか
ら」と怒っているところを見たことも
あります。私も、審査をする立場に
なって、生徒さんたちが主体となっ
て取り組んでいる作品はやっぱり面
白いと思ったし、大人が子どもを消
費することに敏感になっていました。
そうしたいろいろな理由が重なって、
みんなで決める選択をすることに
なったのだと思います。

個人の経験を 
演劇にするということ

―昨年は『地域の物語』＊6を進行
されましたが、最初は参加者として
経験されていますね。『世田谷パブリックシアター 中学生演劇部』

地域の物語2025ワークショップ
『私たちは、他者とどう生きるのか？ ～20代・30代編～』

金谷奈緒
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インタビュー

幼少期からの体験

―こーたさんのお仕事はご両親の
影響が大きいそうですね。
　父は子どもの本を書いたり、子ど
も番組の構成作家をしていました。
俳優の知り合いも多かったので、僕
は小さい頃から演劇をよく見に行っ
ていました。母は保育士でしたが、
僕が小学校に上がるタイミングで退
職し、自主保育グループを立ち上げ

たんです。当時としては先駆的な取
り組みだったと思います。ボランティ
アセンターを通じて障がい者や高齢
者支援もしていて、社会活動に積極
的でした。僕はそういう両親のもと
で育ちました。
―高校時代にはアメリカへ留学さ
れていました。
　中学生の頃、アメリカンスクール
で行われていたサマースクールに毎
年通っていました。アメリカの文化
や英語に興味を持ち、英語を学びた

いと思い、海外と交流の多い高校を
受験しましたが合格せず、都立高校
に進学しました。そのとき、今思え
ば生意気ですが、このまま日本の学
歴社会に埋もれたくないなと思い、
高校1年の途中で休学し、ペンシル
バニア州に留学しました。
　日本がまだ勢いのある時代で、留
学先には日本製品があふれていまし
た。でもホームステイ先は日本人は
ほとんどいない地域で、マイノリ
ティであることを感じながら暮らして
いました。言葉の壁もあり、日本に
いる自分とアメリカにいる自分が違う
ことにも悩みながら、日本や家族、
地域社会について深く考える一年に
なりました。

ワークショップの道へ

―演劇の道に進まれ、世田谷パ
ブリックシアターと関わるようになっ
た経緯を教えてください。
　帰国後、学年が一年落ちましたが
逆に友人の幅が広がりました。留学
前に入っていた演劇部に復帰し、大
学でも演劇のサークルに入り、卒業
後は先輩が立ち上げた劇団で活動
を続けました。母体保護法や地下鉄
サリン事件など、社会問題や事件を
テーマに作品を作っていました。
　1997年に世田谷パブリックシア
ターが開場すると、世田谷区在住の
俳優や演出家、劇団同士の横のつな
がりをつくる目的で「世田谷区在住
演劇団体ネットワーク」が立ち上げら
れました。僕は劇団の担当として、
そこに参加していました。
　あるとき、世田谷パブリックシア
ターからネットワークに向けて、『地
域の物語ワークショップ』を行うので、
進行（アシスタント）に興味のある人
はいませんか、との呼びかけがあり
ましたが、手を上げたのは、なんと
僕だけでした。多くの人は劇団をど

　そうです。2016年・17年の『地域
の物語―生と性をめぐるささやかな
冒険〈女性編〉』に参加しました。す
ごくショッキングな体験でした。『地
域の物語』のフォーカスが街から個
人に移った時期だったのではないか
と思います。それまでにも、個人の
エピソードを演劇に立ち上げた経験
は何度もありましたが、このときは
辛い記憶にも触れるもので、そこま
で踏み込むのは初めてのことでした。
だれかの経験を演劇にするという行
為は、少なからず暴力性が含まれて
いるのだと実感しました。だからこ
そ、話してくれたことは本当に大事に
しなくてはいけないと思ったんです。
　その後、昨年はじめて『地域の物
語』を進行しましたが、やっぱり難
しかったです。誰かのエピソードを
演劇に立ち上げるときに、「誰がその
エピソードを差し出すか」という、い
わば「生贄感」のようなものが生ま
れてしまうと感じました。
―その「生贄感」は、パーソナル
なことがテーマになっているから生
じるのでしょうか？
　いえ、必ずしもそうではないと思
います。これは『地域の物語』に限っ
たことではなく、他の現場でも感じ
てきたことです。おじいちゃん、お
ばあちゃんたちとのワークショップで、
本当にささやかな旅行の思い出を
「その話、すごくいいから演劇にして
みようよ」と提案しても、なかなか応
じてもらえない。やっぱり少し「生

贄感」が出てしまう
んです。
　自分の話を演劇に
するということは、
それが誰かの目にさ
らされるということ
です。その場が「安
全な場」だと感じら
れないとなかなか難
しい。ワークショッ

プを「安全な場」にすると
いうのは、誰かが用意すれ
ば成立するものではなく、
その場にいる人みんなが時
間をかけて関わり、関係を
積み重ねていく中で、少し
ずつ立ち上がっていくもの
だと思っています。いま振
り返ると、その信頼関係を
築くための時間や場作りが
足りていなかったかもしれ
ない。そんな反省があります。

ずっと演劇をつくっている

―長い間、教員とワークショップ
の仕事を続けてこられましたが、今
後はどんな方向に向かっていきたい
ですか？
　この先のことは、もうずっと模索
中なんです。だけど、これからも
ワークショップの仕事は続けたいな
と思っています。最近はよく『子ども
ごちゃまぜ演劇ワークショップ』＊7を
やらせてもらい、小学生には少し慣
れてきましたけど、いまだ何を面白
いと思うのか分からないので、もっ
と関わってみたいですね。「これが
面白い」と自信を持っている人ってす
ごいといつも思っているんです。私
はいつも自信がなくて、毎回、実験
している気分です。「私のやってみた
いことを、やってもらっていいです
か」という気持ちで臨んでいます。
　いま自分の団体はお休みしていて、

またやりたいなとは思っています。
でも、ずっと演劇をつくっている感
覚ではいるんです。自分の団体でも、
ワークショップでも基本は同じ、「い
い演劇をつくるぞ！」という気持ちで
やっているので。私は「役者さん」
に輝いてほしいっていう思いがすごく
強いんです。ワークショップでも、
参加してくれた人たちみんなが輝き
ますようにと思ってやっています。

金谷奈緒 （かなや なお）

埼玉県出身。高校在学中に青山ね
りもの協会を結成し、主に企画・劇
作・演出を担当。色々な人と演劇で
遊んだり、演劇をやりながら国語の
先生をやっている。

＊1  成沢富雄：35ページ参照。
＊2  熊谷保宏：日本大学芸術学部教授として、
応用演劇を研究する一方、各地で演劇上演
やワークショップ、またアートプロジェクトを
展開した。
＊3  『世田谷パブリックシアター中学生演劇
部』：35ページ参照。
＊4  すずきこーた：19～21ページ参照。
＊5  世田谷区立中学校演劇発表会：世田谷区
立中学校の演劇部が作品を発表する大会。審
査を経て、都大会へ進出する学校が選ばれる。
＊6  『地域の物語』：35ページ参照。
＊7  『子どもごちゃまぜ演劇ワークショッ
プ』：世田谷パブリックシアターが主催する、
小学生から22歳までの年齢層が一緒に演劇
をつくるワークショップ。

『子どもごちゃまぜ演劇ワークショップ』

地域の物語2025ワークショップ
『私たちは、他者とどう生きるのか？～だれでも編～』

 鈴木真貴

すずきこーた

06
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けています。2019年にはMANTHOC
（マントック）＊13でも上演しました。
―こーたさんは、その長いキャリ
アを一貫して社会問題に取り組んで
いるように思います。
　僕は究極的には「世界平和」のた
めにワークショップをやっています。
平和のためのツールとして演劇や
ワークショップはあり、必要とする
場所に届けたいと考えています。
　2010年、国際交流基金の企画で、
攝さんとインドネシアのアチェを訪れ
ました。アチェは長年の内戦で荒廃
していましたが、津波をきっかけに
和平が結ばれました。とはいえ、家
族を失い、戦争や暴力のトラウマを
抱えている子どもも少なくありません
でした。私たちは高校生たちのトラ
ウマヒーリングを目的としたワーク
ショップを行いましたが、つくられた
演劇作品は、「二度と戦争をしない」
という平和構築の面が強かったよう
に思います。
　活動の進め方には配慮が必要で、
難しさもありますが、現地の人たちと
どう関わることが最も有効なのかを
考えながらワークショップを行い、少
しでも生活や社会を良くする手助け
ができればと思って活動しています。
―こーたさんは、世田谷パブリッ
クシアターの夏休みの子ども向け
ワークショップに、毎回外国の方を
ゲストに招いていますね。
　日本には多くの外国の方がいます。
でも多くの人は日常生活の中であま
り関わりはないでしょう。そのため、

相手を良く知る機会も
なく、うわさ話やイメー
ジで印象が決まってし
まいます。ときに怖い
と感じ、それが嫌悪に
繋がり、排他的になり、
争いの原因になること
もあります。
　人間なので合う、合

わないはありますが、それは出身や
肌の色で決まるものではありません。
子どもたちが外国の方と関わること
で、その人のことを知る。知ること
で子どもたちの見方が少しずつ変
わっていく。個人同士が繋がること
が、平和に繋がっていくんです。そ
ういう場を僕はつくりたい。立場が
弱い人たちをエンパワーメントすると
同時に、マジョリティが受け入れる
心を育てる場をつくることも大切な
のです。高校生の私をアメリカの友
人たちが受け入れてくれたように。

次の世代への継承

―近年はファシリテーター育成へ
の関心が強くなっているそうですね。
　長い間「ワークショップは自分で
全部やる」と思っていました。こん
な面白いことを、他の人に任せる意
味が分からない、と。そんな中、穂
の国とよはし芸術劇場PLATからの
依頼で、ファシリテーター養成講座
の講師を始めたのですが、これがす
ごく面白かったんです。大切なこと
は何か、どう組み立てれば良いのか
などを受講生に伝えていくうちに、
自分自身の思考が整理されていき、
「こうすれば伝わるんだ」ということ
が分かってきました。そしてなにより、
僕が受け取ったものをちゃんと伝え
ることで、次の世代に繋がっていく
という実感が持てました。
　ファシリテーターは簡単には育た
ないかもしれません。でも、必ず出

てくる。必要なのは、「『進行役を育
てる人』を育てる」ことだと思います。
そうでなければ、継承されていかな
い。もちろん、これからもファシリ
テーターであり続けたいですが、ど
うやって次の世代へ手渡していくの
かというのが、最近の関心事です。

インタビュー

う大きくするかなどに関心があり、
ワークショップには興味がなかった
のかもしれません。

『地域の物語』の衝撃

―はじめて
の演劇ワーク
ショップはど
ういった経験
になりました
か？
　打ち合わせ
にいくと、山
元さん（山元清
多＊1）、信さん

（佐藤信＊2）、なるさん（成沢富雄＊3）、
攝さん（花崎攝＊4）といった錚々たる
面々がいました。そこに、ぽつんと
僕がいる。みんなが何を話している
のか、さっぱり分からない。「こーた
くん、どう思う？」と振られても、ど
うもこうもない、何もない、そんな
状態でした。
　ワークショップには、いわゆる演
劇好きではない人も多くいて、子育
て中の方、障がいのある方、小学校
の先生や郵便局で働く方など、いろ
いろな背景を持つ参加者がいました。
みんなで街に出て、取材し、稽古場
でああだこうだと言いながら一緒に
演劇をつくっていくうちに、参加者が
少しずつ解放されていくのを目の当た
りにしました。その様子を見て、僕
自身も解放されていったんですよね。
　振り返ると、当時の劇団活動は閉
じた環境にあったのかもしれません。
台本があり演出家がいて、要求にど
う応えるかを考える。後輩にアイデ
アを示すと、そのまま通ってしまうこ
とも少なくない。達成感はあっても
共同作業になりにくい、息苦しさを
感じていたように思います。そんなと
き「ワークショップでつくる演劇」に
出会い、「これだ、僕がやりたい演

劇は」と強く思ったんです。目からう
ろこが何枚もぽろぽろと落ちるよう
な感覚でした。
―それ以降、劇団から離れて、本
格的にワークショップに取り組むよ
うになられたと。特に成沢さん、花
崎さんと共に活動されていましたね。
　そうですね。『地域の物語』は、な
るさん、攝さんがいた劇団黒テント＊5

の方法論で実施されたものでした。
黒テントはPETA＊6と70～ 80年代
から交流がありましたが、ワーク
ショップや集団創作の手法や演劇
づくりの技術的な面で影響関係に
あったと聞いています。
　その後、黒テント内のワークショッ
プ部局が休止となり、なるさんや攝
さんは、里見実さん＊7、及部克人さ
ん＊8、斎藤啓子さん＊9といった、美
術や教育、まちづくりの現場などで
活躍する人たちと共に、演劇を社会
変革のための手法と捉え活動する
TWN （シアターワークショップネット
ワーク）を結成しました。そうした流
れの先に、『地域の物語』はあった
のです。
―『地域の物語』をきっかけに、さ
まざまな人・ものから影響を受けら
れたのですね。
　ワークショップの思想や手法、歴
史といったものが、一気にぶわーっ
と僕の中に流れ込んできたんです。
本当に雷に撃たれたような衝撃で、
僕がいていい場所はここ
だと思いました。それは
突然ゼロから生まれたも
のではなくて、父や母が
いて、単身での渡米、劇
団活動などの経験があっ
たから、その出会いに気
づくことができたんだな
と思います。その後も、
アウグスト・ボアール＊10

やロイヤルナショナルシ
アター＊11などと直接的・

間接的に触れる機会があり、いろい
ろなものが自分の中に渦巻きながら、
「日本で何をどう展開できるのか」と
考えていました。

社会とつながる演劇実践

―もう一つ大きな転機となる出会
いがあったそうですね。
　1999年に攝さんのアシスタント
として関わった小学生対象のワー
クショップで、池田セサルさんに出
会いました。セサルさんは日系ペ
ルー人で、1989年に来日しました。
YUYACHKANI（ユヤチカニ）＊12の前
身の劇団に所属し、社会的な問題を
演劇のテーマに取り上げていました。
　セサルさんが、労働組合の仲間と
烏山路上演劇祭で発表した『MASA
（大衆）』という作品を観て、観客と
非常に近いところで表現される演劇
に圧倒されたんです。ですが、この
仲間との活動は続けることができま
せんでした。そこで僕から誘って、一
緒に演劇グループ「Cerro Huachipa
（セロウアチパ）」をつくりました。貧
困のために児童労働が行われている
地区の名前です。社会問題をテーマ
にした演劇活動を行うという意思を
込めて、その名前にしました。移民
や震災時の外国人の状況、原発、日
本での外国人差別や外国人労働者
の状況などを題材に作品づくりを続

すずきこーた
世田谷パブリックシアターで子ども
のワークショップを数多く進行。世
田谷区内の小中学校でも数多く演
劇づくりを行う。料理や工作、散歩
や絵本など、様々な体験から楽しい
演劇をつくることが好評。日本に住
む外国籍の人とのワークショップや
演劇づくりも数多く進行。世田谷パ
ブリックシアター契約進行役。

＊1  山元清多：劇団黒テントの劇作家・演出
家。劇団創立メンバー。
＊2  佐藤信：劇団黒テントの作家・演出家。
劇団創立メンバー。1997年～ 2002年に世
田谷パブリックシアター劇場監督を務める。
＊3  成沢富雄：35ページ参照。
＊4  花崎攝：31～ 34ページ参照。
＊5  劇団黒テント：35ページ参照。
＊6  PETA：35ページ参照。
＊7  里見実：國學院大學名誉教授。教育社
会学が専門。パウロ・フレイレやアウグス
ト・ボアールなど中南米演劇の研究や翻訳に
取り組んだ。
＊8  及部克人：武蔵野美術大学名誉教授。
多様な人びととのデザインワークショップを
実施。
＊9  斎藤啓子：武蔵野美術大学教授。ワー
クショップを通じた地域文化活動に取り組む。
＊10  アウグスト ·ボアール：35ページ参照。
＊11  ロイヤルナショナルシアター：35ペー
ジ参照。
＊12  YUYACHKANI（ユヤチカニ） ：ペルー
の演劇集団。政治・歴史・記憶等をテーマに
作品づくりを行う。
＊13  MANTHOC（マントック）：ペルーで
結成された社会運動団体。働く子どもの権利
擁護や主体的な参加を促進し、生活や教育の
改善を目指し活動する。

『地域の物語』
参加者募集チラシ

セロウアチパのペルー公演

『小学生のためのエンゲキワークショップ』
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舞台裏に惹かれて、 
演劇の世界へ

―演劇に興味をもったきっかけは、
中学生のときにみた舞台公演のバッ
クステージ映像だったそうですね。
　そうなんです。舞台裏で和気あい
あいとしていて、「この人たち楽しそ
うだな」と思いました。それで演劇
をやりたくなったんですけれど、学
校には演劇部がなくて。その代わり

に放送委員会に入りました。全国大
会に出場する強豪校で、顧問の先生
もとても厳しかったです。練習も
みっちりやりましたし、「中学で頑張
れなかったら、お前らは一生頑張れ
ないぞ」とプレッシャーをかけられる
スパルタな環境だったんです。でも
素直に、「今頑張っておかないと」と
思ってやっていました。
―中学卒業後は、演劇が学べる
総合高校に進学されましたね。高校
生活はいかかでしたか？

　高校では演劇部に入ったんですけ
れど、1年で辞めちゃいました。何
をやったらいいか分からないことが
多くて。自分でやることを見つけな
いといけないことにとまどいました。
顧問の先生が書いてくれた台本には、
みんなで創作する場面もあって、楽
しかったんですけれど、右も左も分
からなすぎて、しんどい時間もあり
ました。

高校で出会った「楽しい演劇」

―高校では、さんちゃん（大西由
紀子＊1）と出会われましたね。
　はい。2年生で受けた授業「演劇
基礎」の先生がさんちゃんでした。
授業内で作品を発表するのがメイン
の活動なんですが、『真夏の夜の夢』
を作ったんです。遊んでいたらいつ
の間にか演劇が一本できていて、本
当に衝撃を受けました。創作ってこ
うやればよかったのかと思いました
し、楽しく演劇ができるということ
を体験しました。
―ぱーこにとって、さんちゃんは
どんな存在でしたか？
　さんちゃんって不思議な人で、な
にか信頼できる感じがあって、他の
先生には話せないことも気軽に相談
できたんです。この頃の私は、友だ
ちと一緒に笑っていてもずっと無理
をしている感覚があったんですが、
そういう周りに言いづらいことも相談
していました。それは私だけじゃな
くて、他の子たちもそうだったと思い
ます。
　さんちゃんの授業も、なにか不思
議な空間だったんですよね。座学の
授業では、あまり関わりのないクラ
スメイトでも、演劇の授業を通すと、
劇を作る過程の中で自然とコミュニ
ケーションが取れる。いま振り返っ
てみても、学生生活の中で、その授
業だけ異質でした。きっと、みんな

が無理せずにいられる環境を、さん
ちゃんが作ってくれてもいたんだろう
なと思います。

進行アシスタントとして現場に

―桐朋学園大学でさらに演劇を学
ばれ、卒業後に世田谷パブリックシ
アターの現場にアシスタントとして入
られるようになりましたね。
　大学卒業後は俳優活動をしていて、
それはそれですごく楽しかったんです
が、高校でのさんちゃんの授業が忘
れられませんでした。あの「さんちゃ
んの演劇」って何だったんだろうと
思って、さんちゃんに授業を手伝わ
せてほしいとお願いしたら、快くア
シスタントとして呼んでくれました。 
　その後、さんちゃんが「『巡回団』＊2

のアシスタントにきてみる？」と声を
かけてくれて。そこから、ちょこちょ
こと世田谷パブリックシアターから
アシスタントのお話しをいただくよう
になりました。でも当時は、将来ファ
シリテーターを自分がやるビジョン
は持っていなくて。役者をやりつつ、
ワークショップに関われたら嬉しい
な、というくらいの気持ちでいました。
―20代半ばには、就職しようとさ

れたんですよね。
　そうなんです。そう思っていた頃、
夏休みにある『小学生のためのエン

ゲキワークショッ
プ』の進行役のお
話しをいただき、
挑戦してみたい
と思って、ワーク
ショップを続ける
ことにしました。
でも、めっちゃし
んどかったです。
　私はアシスタン
トとして場を盛り
上げるのが好き
だったんですが、
自分が引っ張って
いく立場になるの
は初めてで。振り

返ってみると、ただ経験がなかった
だけなんだなと思いますが、このと
きは、「私は人を引っ張っていくこと
ができないんだ」と感じました。

進行を任されてからの苦悩

―とはいえ、このワークショップ
以降、進行役の仕事も増えていきま
した。どういった心境だったので
しょうか？
　任せてもらえるこ
とは嬉しくて、長い
間アシスタントをさ
せてもらったんだか
ら頑張りたい。その
一心で続けていまし
た。
　だけど、先が見え
ない。ワークショッ
プでは、いつも思っ
てもいないようなこ
とが起こって、プラ
ン通りにいかない。
当時はそれが苦しく
て。ワークショップ

が終わった後に先輩方からフィード
バックをもらって、あれもこれもダメ
だったんだと落ち込みました。当た
り前なんですけれど、みんな言うこ
とが違うし、私自身に軸がない状態
だから、ばらばらのアドバイス全部
に取り組まなきゃいけないという気
持ちになって。だけど、私はそんな
ことができる器用な人間ではないか
ら、進行することが怖くなったことも
ありました。本当にしんどかったで
すね。

自分のやり方で場をつくる

―そんな深いどん底から、どのよ
うにして抜け出したのでしょうか？
　「私は誰かにはなれない」と諦めた
んです。ああいう風になりたいって
憧れて、人の真似をして、誰かにな
ろうとしていました。でもファシリ
テーターの人となり、その人を構成
している全部が進行に作用するし、
その人の経験によって発言の説得力
も変わる。誰もが誰もになれないん
だから、私は私の今持っているもの
でできる何かをやらないといけない
んだなと思いました。そこから、す
ごく楽になりました。

インタビュー

『小学生のためのエンゲキワークショップ』

『小学生のためのエンゲキワークショップ』

田崎 葵（ぱーこ）
07
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―どのようにしてその考えに至っ
たのでしょうか？
　世田谷パブリックシアターの契約
ファシリテーターになったとき、信じ
て任せてもらっているんだから、
もっと頑張らなくてはと思い、先輩
方のワークショップを録音させても
らっていた時期がありました。ゲー
ムの説明をそっくりそのまま実践し
たり、どんな空気になったら次の
ゲームに移行するのか、さらに次に
進むときにどう声かけしているのかな
どを分析したりしました。
　指示の仕方や言葉選びの勉強にな
りましたけれど、結局なんでその人
がそうしたのか、なんでその場がそ
うなったのか、よく分からないことも
多かったんです。きっと私が気にして
いなかったことや感じなかった空気
をきっかけに、プログラムや言葉を
変えていると思うんですよね。そして、
それは、その人の個性から生じてる
んだと気づきました。
―どん底の頃のぱーこは、「言葉
が子どもたちに届いていない」とよく
指摘されていました。いまはそのよ
うなこともなくなったように思います。
　全員に聞いてもらおうと思って話
していたときに、一人ひとりの顔を

全然見ていないことに気づいたんで
す。子どもたちも、自分が話しかけ
られていると思っていない。そこで、
一人ひとりと目を合わせるつもりで話
すようにしました。私は「全員に声を
かける」のではなくて、「一人ひとり
全員に声をかける」必要があるのか
もなと思いました。
　何年目かの夏休みのワークショッ
プを進行したとき、さんちゃんのお
子さんが参加してくれたことがありま
した。その時、さんちゃんがお子さ
んに「説明、分かった？」と聞いた
ら、「めっちゃ分かりやすかった」と
返してくれたんですって。本当にうれ
しかったです。下手な自分ともちゃ
んと向き合っていれば、成長しない
ことはないんだと思えました。

それでもワークショップを 
やる理由

―苦しみながらもワークショップ
を続けてきたのはなぜですか？
　他に何かをするより、圧倒的に楽
しいんです。もともと人と何かを作り
上げるのが好きで。でも一人でやる
のと違って、その場づくりが難しいん
ですけれど、演劇ワークショップの

場って、私にとって一番理想に近い
んです。
　演劇って、鍛え上げられた俳優が
スパルタな稽古をやって、苦しみな
がら作り上げていくものと思われてい
るところがあると思いますが、特別
な人じゃなくても、楽しみながら演
劇は作れます。演劇ワークショップ
はそういう場所です。これからも自
分の好きなことを、誰かと一緒に、
気負わないで取り組める居場所を作
り続けられたらいいなと思っています。

インタビュー

ワークショップ参加のきっかけ

―とみさんが演劇ワークショップ
を知ったきっかけを教えてください。
　大学4年のときに、近所の図書館
で演劇ワークショップのチラシを見
つけました。世田谷パブリックシア
ター開場前のプレイベントです。10
日間ほどで演劇をつくり、発表会を
するという内容で、「いやいや、演劇
は10日じゃつくれないでしょう」と

思い、どんなものか見てみたくて応
募しました。それまでの演技経験は
学校の文化祭程度でした。
　ワークショップが始まったのは
1989年2月です。当時の自分には、
これといった将来の展望もなく。時
代はバブルで、周りは普通に就職し
ていました。解禁日より早く内定を
もらっている学生が他の企業に行か
ないように会社から囲い込まれる時
代です。こういうことをやっている企
業に先はあるのかなと不安になって。

だから卒業後のことは決まっていま
せんでした。
―ワークショップではどんなこと
をしたのでしょうか？
　参加者は50人ほどで、劇団黒テ
ント＊1の役者さんが10人ほど来てい
ました。途中から参加者が4つのグ
ループに分かれ、それぞれに役者さ
んが2人くらいついていたと思いま
す。進行は、役者さんたちが交代で
担当していました。
　まず始めにコミュニケーション
ゲームをやり、その後でグループご
とに分かれて取材しました。そこで
感じたことを一人ひとり五行詩にし、
それをグループで一つの詩にまとめ
て、演劇に立ち上げていったんです。
発表は世田谷美術館で行いました。

演劇づくりの「過程」の魅力

―この時から30年以上ワーク
ショップと関わるようになるのです
ね。どんなところが面白かったので
しょうか？
　発表までの経過がすごく面白かっ
たです。「こういう作り方もあるん
だ」と思いました。台本がないことに
も違和感はなく、むしろ「このあた
りに10日間でつくれる何かがあるの
かな」と考えていました。
　実はワークショップには小学校の
同級生も参加していたんですよ。
まったく気づいていなかったんです
が、初日の帰り際に「富永くんでしょ」
と声をかけられました。驚いて「よ
く分かったね」と聞いたら、「手つな
ぎ鬼の逃げ方が小学生の頃と変わら
なかったから」と言われました。こ
の出来事はとても印象に残っていて、
ゲームに対するイメージにも大きく影
響しています。それは、ゲームを通
して見えるものがあること、そして
人はそうそう変わらないということで
す。「なるほど、2、3時間ゲームを

田崎 葵 （たさき あおい）

神奈川県出身。ワークショップファ
シリテーター。俳優。桐朋学園芸
術短期大学演劇科卒業。俳優とし
てはフリーで活動。NPO法人演劇
百貨店のメンバー。いちばん好きな
食べ物はいくら。世田谷パブリック
シアター契約進行役。

＊1  大西由紀子：7～ 9ページ参照。
＊2  『巡回団』：35ページ参照。

『デイ・イン・ザ・シアター』

指導する高校演劇部が関東大会に出場

富永圭一（とみさん）
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にとって大事です。
―子ども対象のワークショップで
はアシスタントの人に「3つのお願
い」をされています。
　はい。「教えるな」「偽るな」「邪
魔するな」の3つです。どうしても大
人の言葉は強く響いてしまうので、
子どもに教えないこと。「すごいね」
とおだててもすぐバレるので、偽ら
ないこと。分からないことは、「分か
らないんだけど、それ何やっている
の？」と聞いてください。子どもたち
がグループワークに一生懸命取り組
んでいるときは、邪魔しないこと。
たとえあなたから見てトンチンカンに
思えても、と伝えています。

ワークショップの変化

―開場前から継続的にワークショ
ップを進行されてきて、何か変化を
感じられていますか？
　私がはじめて経験したワーク
ショップは10日間かけていたわけで
すが、1日限りのワークショップ『デ
イ・イン・ザ・シアター』＊2が始まった
ころ、「10日間でやっているものを、
2時間でできるわけがない」と怒って
いる人たちがいました。でも、今と
なっては2時間の方がポピュラーで
すよね。そうなると、何かをそぎ落
として2時間にしているわけで、そ
のそぎ落とされていった部分こそ、
ひょっとしたら私がいちばん面白い
と思っていたところなのかもしれな
いなと思うんです。
―その面白かったところは、どう
いったところでしょうか？
　きっと2時間のワークショップには、
小学校の同級生が私を見つけた時間
はないですよね。そこで「私は小学
生の頃から、手つなぎ鬼での逃げ方
が変わらないんだ」と気づくような
時間もないかなと。
　私は最終的に私が何もしないよう

になるのがいいと
思っているし、そこ
まで積み重ねられて
いれば、そうなる。
でも2時間では時間
が足りないかとも
思っています。参加
者がルールをつくっ
ていくにも。そうな
ると、何かが少しず
つ変わってきている
んだろうなと感じて
います。
―その変化に何か対応されてきま
したか？
　他のファシリテーターを参考にし
て、いろいろな手法で時間を短縮し、
限られた時間の中でゴールから逆算
してプログラムを組めるようになりま
した。
　それでも、参加者が自分たちで決
められる余地は、できるだけ残した
いと思っています。例えば、グルー
プワークに入るときも、「何人組に
なってください」と言わず、好きな人
数で適当に組んでもらう。もしかし
たら1人でやる人がいるかもしれな
いけれど、その人がそれでできるの
なら、それでいいと思っています。

息がしやすい場所に

―ご自身でも団体をつくって活動
されていますね。
　今、どこに行ってもルールが多い
し、成果を求められて、息苦しいこ
とが多いですよね。私は、息がしや
すい場所として演劇があってほしい。
だから「abofa（アボファ）」をつくり
ました。「A Breath of Fresh Air」
の略です。週に1回くらい、町の書
道教室のような感覚で演劇ができた
らいいなと思って。
　ここではゴールから逆算すること
なくワークショップをしています。結

果よりも経過を大事にしたい。そう
すると、そのプロセスの中で、人と
の摩擦も含めていろいろなことが起
きるんじゃないかと思っていて、私
はそこに価値があると感じています。
　それはたぶん、はじめの参加者と
しての経験が大きいからかもしれま
せん。グループワークって、いくら
AIが進化しても、うまくいくもので
はないですよね。だからこそ、演劇
ワークショップは、科学技術が進め
ば進むほど、より可能性を感じる
ジャンルだと思っています。

インタビュー

やっているのは、こういうことなの
か」と腑に落ちました。
―このときの参加者とのつながり
はしばらく続いたそうですね。
　はい。発表会から3カ月ほど経っ
て、発表会の上映会でまた集まりま
した。そこで「またやりたいですね」
という話になり、「C‘est箍屋（せたが
や）」という、ワークショップで演劇
をつくる団体ができたんです。私も
軽い気持ちで参加しましたが、すぐ
に活動をはじめて、いろいろなイベ
ントで上演しました。

―演劇ワークショップを進行する
ようになった経緯を教えてください。
　ワークショップ参加者の中に、世
田谷パブリックシアターで働くことが
決まっていた世田谷区役所の人がい
ました。その人も「C‘est箍屋」のメ
ンバーで、その人から劇場のプレイ
ベントで、ゲームを進行してみないか
と声がかかったんです。それまでい
ろいろなゲームを経験していたので、
できそうだと思って引き受けました。
ゲームの説明さえちゃんとできれば、
あとは普段の合いの手の入れ方と、
そんなに変わらないんじゃないかと
思って。実際に、それほど苦労せず
にできたと思います。その後、その
場で出会った人からも別に依頼をい

ただいたり、劇場からも声をかけて
もらったりして、ワークショップを進
行する機会がどんどん増えていきま
した。

参加者を知る

―ワークショップを進めるとき、
どんなことを考えているのでしょう
か？
　緩やかに始めていって、参加者が
どういう人たちで、何をしたいと思っ
ているのかをうかがったり、どれぐ
らいがちょうどいいかなと考えたりし
ています。
　例えば最初によくやるゲームに
「拍手回し」があります。円になって
順番に拍手をつないでいくゲームな
ので、参加者全員が互いの顔を見る
ことができます。学校では男子と女
子が真っ二つに分かれることがあり、
そうすると、この先グループを作る
ときに、男女が混ざらないだろうと
予測できます。
　また、まとめ役の学級委員のよう
な子がいるのか、円になるとき「ほ
ら、お前、女子の隣にいけよ」と言
うような子がいるのか、やる気のな
さそうな子がいるのかなど、見てい
て分かってきます。こうして、この子
たちに必要な言葉や、どういう方向
に行くとよいかの判断材料を得るこ
とができます。「拍手まわし」の中で、
参加者同士が知り合い、私も参加者
のことを知ることができ
る。ゲーム一つひとつに
意味があり、こうしたこ
とをコツコツと積み重ね
ていきます。
―作品づくりはどう進
めていますか？
　後半の作品づくりのグ
ループワークになると、
私はほとんど声をかけま
せん。ファシリテーター

が提案すると、どうしてもそのアイデ
アを尊重してくれるし、それが正解
だと思われてしまうから。参加者に
は、自分たちで正解を見つけていく
のを楽しんでほしい。だから、声を
かけなくてもいいように、そこに至る
までの過程で、失敗してもいい雰囲
気をつくったり、参加者同士が意見
交換をする時間を設けたりして、自
分たちで演劇づくりを進められる下
地をつくるように意識しています。

「やりたいことができる」

―徹底して参加者の主体性を大事
にされているのですね。
　参加者には「ワークショップに来
れば、やりたいことができる」と思っ
てもらいたいんです。私の言うことを
聞くより、参加者が自分たちで考え
てつくることの方が、価値が高いと
思っています。必要なルールは集
まった人たちで見つけて、その人た
ちが納得するように作っていけばい
い。最初から決められているのと、
自分たちで決めていくのでは、意味
合いが違うと思います。
　発表会にむけて作品を整えること
もほとんどしません。そうしようとす
ると私の意見が強くなってしまうし、
その時間は参加者にあげたい。出来
上がった作品がすごく面白いかどう
かより、参加者がアイデアを出しな
がら作り上げていくことの方が、私

富永圭一 （とみなが けいいち）

ワークショップグループ「abofa」
主宰。開館前から世田谷パブリック
シアターのワークショップに進行役
として関わる。他の公共劇場での
ワークショップも多数。世田谷パブ
リックシアター契約進行役。

＊1  劇団黒テント：35ページ参照。
＊2  『デイ・イン・ザ・シアター』：世田谷パ
ブリックシアターが1997年の開場以来、継
続的に実施している、1日2時間完結の「演
劇＆劇場」体験ワークショップ。

プレイベントのチラシ

『小学生のためのエンゲキワークショップ』

『デイ・イン・ザ・シアター』
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「違う自分」になるために

―プリンちゃんは、俳優としても
ファシリテーターとしても活動され
ていますが、子どもの頃は人前で話
すことが苦手だったそうですね。
　そうなんです。人前で喋ろうとす
ると手が震えて泣いてしまう子どもで
した。中学入学のタイミングで引っ
越して、周りは誰も私を知らないか
ら、違う自分になりたくて演劇部に

入ったんです。
　高校でも演劇部に入り、2年生の
とき、横浜市高校演劇連盟主催の
ワークショップがうちの学校でありま
した。ワークショップなんて聞いた
こともないし、めんどうくさいけれど、
会場校だから参加しなくちゃいけな
くて。このときに進行役で来たのが
柏木（柏木陽＊1）です。
―これが、いまのプリンちゃんに
繋がる出会いになるんですね。
　はい。この時ワークショップに出

会っていなかったら演劇を続けてな
かったと思います。この頃は演劇に
飽きかけていたので。ワークショッ
プは、ずっと遊んでるうちに劇がで
きたみたいな感覚でした。初めて台
本なしで演劇を作ったんですけれど、
こんな作り方があるんだとびっくりし
ました。
　なにより衝撃を受けたのは、「あ
なたはどうしたいの？」とすごく聞か
れたことです。それまで、そんな風
に求められたことがありませんでし
た。最初はプレッシャーだったし、
答えられないことも多かったけれど、
演劇を作っていく上で必要な最初の
一歩だったと思うし、このときの経
験がいまの自分を形作っているとい
う感覚があります。

ファシリテーターの道へ

―高校卒業後、桜美林大学で演
劇を学びながら、毎年このワーク
ショップに半分スタッフのような立
場で参加されていたとのことですが、
そこから、どのような経緯でファシリ
テーターになられたのでしょうか？
　大学を卒業して俳優をしながら、
ワークショップの仕事もしたくて、柏
木にお願いし、アシスタントで世田
谷パブリックシアターのワークショッ
プの現場に入れてもらいました。そ
の後、劇場の人から声をかけてもら
い、『巡回団』＊2で中学校でのワーク
ショップを進行しました。
―初めて進行したとき、台本を作
られたんですよね。
　そうです。例えばゲームをやる時
に一気に全部説明するのか、あるい
は、まず半分説明して、それをやっ
てもらってから、また追加の説明を
するのかといったことを整理して、台
本をつくりました。
　プランは劇場の人と何日も話し
合って必死に考えました。当日の記

憶はほとんどないんですけれど、全
員で輪になって今日呼ばれたい名前
を一人ひとり聞くところから始めたの
を覚えています。今はやってないで
すが、当時はそうやるものだと思っ
ていました。
―この頃のプリンちゃんの進行は、
柏木さんをはじめ演劇百貨店＊3の影
響が大きいように思います。
　私にとってワークショップは演劇
百貨店がやっているものだったんで
すよ。ワークショップの進め方は柏
木のやり方しか知りませんでした。
　当時、百貨店のメンバーはチーム
で動いていて、振り返りの時間がす
ごく長かったんです。このゲームを
やったのはなぜかとか、あの子はエ
ンジンがかかったと思うとか。そう
やって振り返りをするところを、大
学生になってから見させてもらいまし
た。だから私にとってワークショッ
プは、チームで取り組んで、振り返
りをじっくりやって、参加者の様子
を確認した上で、次の作戦を立てて
進めるもので、それしか知りません
でした。

子どもたちに委ねる

―いまは台本なしで進行されてい
ますが、いつから作らなくなったの
でしょうか？
　台本は時間がシビアな『巡回団』
で作っていて、最初の5年くらいは

準備していました。
劇場と学校との大
きな違いは、参加
者同士の関係性だ
と思うんです。学
校ではすでに関
係ができているの
で、本当に何が起
こるかわからない。
台本通りに行かな
いことの方が多く

て、ストレスを感じていました。でも
ある時、ワークショップをやってる
最中に、これはやり方が違うんだと
思って、台本を手放したんです。そ
れで、その時起こったことに反応し
ました。委ねたんです、子どもたち
に。そうやって、子どもたちとやりと
りするようになったら、とっても面白
くって。『巡回団』のプログラムは基
本的に毎回同じですけれど、それ以
来飽きたことはありません。何年
やっていても新しいものが見えるし、
そんな発想はなかったと驚かされる
こともある。それに私がやってほし
いと言ったことに、子どもたちが一
生懸命にひたむきに応え
てくれることを幸せだと
感じるようになりました。
―プリンちゃんには
『巡回団』と並行して、早
い時期から劇場でのワー
クショップの進行をお願
いしています。
　はじめて進行したのは
『高校生のための演劇
ワークショップ』で20代
半ばのことです。「まち」
をテーマにしてやりまし
た。マンションって、同
じ形のベランダと窓が並
んでいますよね。でも、
そこに干されている洗濯
物も干し方も違う。ボロ
ボロの三輪車が置いて

あったり、干からびた植物があった
り。同じ形なのに、全部違う。それ
が不思議でしょうがなくて。きっと誰
もがなにげなく選んでいるんだと思
うんですけれど、自分が選んだこと
が積み重なって「今の自分」になって
いると思うんです。だから、窓のむこ
うに一体どんな人がいて、どんな生
活をしているんだろうって、すごく興
味がありました。そういったことを
テーマに、高校生とのワークショッ
プを3回くらい続けました。
―高校生たちの反応はどうでした
か？
　一生懸命に考えて作ってくれまし
た。そうやってできた演劇には、
作った人たちの今ここに至るまでの
出来事、経験、出会ってきた人の積
み重ねが現れると思っているんです。
私はそうした、その人が見える演劇
ができて、その人がキラキラしてい
たら、もうそれでいい。だから、結
局ワークショップのテーマなんてきっ
かけにすぎなくて、なんでもいいん
だと思い至りました。
―なんでもいいから、逆に自分の

インタビュー

『高校生のための演劇ワークショップ』

『高校生のための演劇ワークショップ』

とみやまあゆみ（プリンちゃん）
09
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興味のあるテーマを設定しているん
ですね。
　そうです。でも私の言った通りに
作ってほしいわけではなくて、みん
なが作りたい演劇を作ってほしいん
です。だから極論を言えば、みんな
が集まって勝手に相談して演劇を
作ってくれればそれでいいんですけ
れど、そうはならないじゃないです
か。だから、「今日はこうやってみよ
うと思うんだけど、どう？」と、私か
ら始めているだけ。「嫌だ」と言われ
たら、「よし、じゃあどうしたらいい
か一緒に考えよう」と、相談して進
めていけばいい。だからファシリ
テーターって、提案役ですよね。

ワークショップの場で 
考えていること

―参加者が自分たちで作っていく
ことを大切にされているんですね。
　進行役でもアシスタントでも、参
加者には、自分がこの場に影響を及
ぼすことができる人間だっていうこと
を感じてほしいと思っているんです。
自分がここにいて、自分の発言や態
度で、この先が変わるということを
知ってほしいし、信じてほしい。だ
から、めちゃくちゃ脳みそを使うんで

すよ、ワークショップっ
て。
―一方でプリンちゃん
からは、より面白い演劇
を作りたいという貪欲さ
も感じます。
　そうですね。私は常に、
いつ誰とやっても、全力
で面白い演劇を作りたいと思って
やっています。「面白い演劇」には、
演じている人の心が動いていること、
見ている人に伝えようという意志が
あること、見ている人に伝わってい
ること、見ている人の心が動くこと
が必要だと思うんです。演じている
人のエネルギーを見ている人が感じ

られたら、それはと
ても素敵な演劇で、
その橋渡し役として
私がいるんだと思っ
ています。
―具体的にどんな
ことを意識されてい
ますか？
　一人ひとりの意欲
が高ければ高いほど、
面白い劇になるので、
どうしたらエンジン
がかかるかなと考え
ています。でもそう
して面白いと思って

作ってくれた劇が、見ている人に伝
わらないことはよくありますよね。そ
ういうときは、どういうことをやろう
としたかを聞きとって、私からどう見
えたかを伝えています。その上で、
「こういうやり方もあるんじゃないか」
と提案したり、「どういう工夫が必要
だろうね」と投げかけたりしています。

波紋のように広がる力

―早くから進行役をされて20年
近く経験を積まれてきましたね。こ
れからどんなことをやっていきたい

ですか？
　学校には行き続けたいと思ってい
るんです。私は、人生は生きづらい
ものだとずっと思っているから、い
つも学校に行くたびに、私が小学生
の時にワークショップに出会って、
こんな風に褒めてくれたり、小さな
努力を認めてくれたり、見ていてくれ
ていると感じられる経験ができてい
たら、きっと人生が違ったなと思っ
ています。
　ワークショップで、急に何かが変
わったりはしませんよ。授業時間、
45分2コマでそうそう変わらないで
す。でも、たぶん、その後の休み時
間はちょっと変わるんですよ。そう
やって波紋のように広がって、子ど
もたちの人生にいい影響が出たらい
いなと思うんですよね。

インタビュー

演劇への関心と 
留学先での体験

―演劇との出会いを教えてください。
　小さい頃から演劇には関心はあっ
たものの、出身地の北海道では観
劇の機会も少なく、中学高校はス
ポーツに打ち込んでいました。とは
いえ、図書館でアングラ演劇を特集
した雑誌を手に取ったり、父の知人
である竹内敏晴さん＊1の著書『こと

ばが劈
ひら

かれるとき』を読んで、言葉
と身体、表現について興味をもって
いました。
　高校3年生のときに、姉妹都市間
の交換留学でアメリカのオレゴン州
ポートランドに留学しました。留学
先の高校には選択授業で演劇のク
ラスがあり、履修したところ、とて
も面白かったのです。
―帰国後はどういった進路に進ま
れたのですか？
　演劇をやりたい気持ちがありまし

たが、大学に進むか養成所に行くか
迷っていました。そんな様子を見か
ねた父に勧められ、竹内敏晴さんに
お手紙を書いて相談したところ、「大
学に行って、いろいろなことを学ん
でからでも遅くないですよ」とアドバ
イスをいただきました。それで学校
の先生にも相談したところ、思いが
けず早稲田大学の指定校推薦が受
けられることになり、進学が決まり
ました。

演劇観の転換

―大学ではどのような生活をされ
ましたか？
　演劇科で勉強しながら、古典芸
能からアングラまで幅広くお芝居を
観たり、大学の劇団にも入ったり、
野口体操＊2の教室にも通いました。
とても刺激的で面白かったのですが、
どこで演劇を続けたらいいか決めか
ねていました。そんな中、大学3年
生のとき、竹内敏晴演劇研究所の
夜間コースに参加しました。
　そこには演劇をやりたい人だけで
なく、さまざまな関心を持った人た
ちが参加していました。印象的だっ
たのは、ある大学生のことです。と
ても賢く、論理的に話のできる人で
した。そんな人が、特殊な場面で
はないのに、「私は何々です」という
台詞が言えなかったんです。音にで
きないという意味ではなく、「『私』
と言うと、自分の存在すべてが、そ
の言葉に乗っかってしまう気がして、
怖くて言えない」というのです。そ
れから長い時間をかけてレッスンを
続けたある日、その人が「私」と言っ
たんです。みんな息を飲んだその瞬
間、その人の殻が剥けて、にゅっと中
からピカピカの人が出てきたように
感じました。彼女は言った後で、泣
いていました。それは本当に忘れら
れない、衝撃的な出来事でした。

とみやまあゆみ
桜美林大学総合文化学群演劇専修卒
業。舞台を中心とした俳優活動と並
行して、小中学校や劇場などで子供
から大人まで様々な人達を対象とし
た演劇ワークショップを行う。「NPO
法人演劇百貨店」メンバー。世田谷
パブリックシアター契約進行役。

＊1  柏木陽：13～15ページ参照。
＊2  『巡回団』：35ページ参照。
＊3  演劇百貨店：35ページ参照。

『小学生のためのエンゲキワークショップ』

『かなりゴキゲンなワークショップ巡回団』

花崎 攝
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キャストやトリプルキャストにしても
らい、行っては戻るを繰り返してい
ましたが、集団にとっても私にとっ
ても、負担が大きかったです。当時
は子どもを育てながら役者を続けて
いる人は少なく、みんな青息吐息で、
辞めていく人もいました。冷たくさ
れたり嫌がらせを受けたりしたわけ
ではありませんが、周囲も余裕がな
く、正直なところつらさはありまし
た。そこで、子どもがもう少し大きく
なるまではワークショップを中心に
活動しようと思いました。そうしたと
きに、障がいのある人とのワーク
ショップを経験して、本当に面白い
と思ったんです。

『地域の物語』の実践と理念

―その後、様々な現場でワーク
ショップ活動を行われてきました。
世田谷パブリックシアターでは特に、
『地域の物語』＊6を継続的に進行し
ていただいていますね。
　『地域の物語』はかなり規模が大
きい企画ですね。最終的にはシア
タートラムで発表し、友人知人だけ
でなく一般にも開かれていますので、
発表を意識するところがあります。
とはいえ、発表から逆算してプラン
を立てることはありません。テーマ
は事前に設定し、最初のプログラム
は決めておきますが、その後は参加
者から生まれてくるものをもとに進
めていきます。
　ワークショップで作られる演劇と、
台本があり演出家がいて作られる演
劇とがイコールだとは考えていませ
ん。楽しさや面白さのあり方も違う
かもしれませんし、強い没入感は得
にくいかもしれません。けれども、
そこには確かに見るべきものがある
と思っているんです。
　ワークショップでは、一つのテー
マについて、みんなで集中的に考え、

言葉を交わします。その中には、実
はとても興味深い大切なことが含ま
れています。著名だったり、特別な
キャリアを積んだりした人ではない
人たちの普段は流れていってしまう
言葉や想いを掬いあげて、発表とい
う形につなげることで、そこに光が
当たる。すると観ている人も共感し
たり、学べることがあるのです。私
は、そうした埋もれがちな言葉や経
験にも確かな価値があると感じても
らえたらと願っています。

イギリス留学での気づき

―キャリアを積まれる中で、2009
年から約2年間、渡英されていますね。
　仕事に恵まれ、周囲からは順調に
見えていたかもしれませんが、自身
では行き詰まりを感じていました。
それまでPETAをはじめとするアジ
アの演劇人や、アウグスト・ボアー
ル＊7といった南米の演劇人から多く
を学び、勇気づけられてきましたが、
日本とは社会状況が大きく異なるた
め、それらをどのように自分の実践
と結びつけるのか、進むべき方向性
が見えなくなっていたのです。同じ
ことを繰り返しているような感覚に
も陥り、頭がつかえてしまったよう
な、そんな状態でした。
　また自分の実践を説明する言葉
が不足しているという自覚もありまし
た。「ワークショップって何をするん
ですか？」と問われると一応の説明
はするものの、最後は「とにかくやっ
てみましょう」と言うしかなく、その
ことにも限界を感じていました。そ
うした中で家族の事情も重なり、思
い切ってロンドン大学ゴールドスミ
ス校に入学することにしました。
―手ごたえはありましたか？
　本当に行ってよかったと思います。
霧が晴れました。欧米の大学の演
劇学科では、1990年代に応用演劇

（アプライドシアター）コースが次々と
創設されました。「ハイアート以外の
芸術は取るに足らない」という見方
への問いかけとして、教育演劇や障
がい者のための演劇など、個別に存
在していた実践を、一つの包括的な
分野として「応用演劇」と総称し、
研究の対象として扱うようになった
のです。その背景と蓄積があるから
こそ、私が出会った演劇人たちは、
「どのような目的で、どのようなプロ
セスを経て、どのような成果があっ
たのか」を語る言葉を持っていまし
た。資金獲得のため成果主義に傾
きすぎる危うさはあるものの、自分
たちの活動の意味を理解した上で、
安定的に実践し、広げていくために
さまざまな手立てを用いていたんです。
　イギリスに行って最も良かったの
は、同じように見える実践であって
も、そのコンテクスト―どのような
資金で、どのような目的のもと、誰
と行うのか―によって意味が大きく
異なることを理解できたことです。
いわゆる演劇であれ応用演劇であ
れ、常にさまざまな力関係の中で成
り立っています。単純にポジティブ
ともネガティブとも言いきれず、現
実としてそうして成り立っている。そ
の上でどうするか？ 現場でのゲーム
や進行に直接影響するものではあり
ませんが、この認識によって、同じ
ことを繰り返しているという感覚はな

インタビュー

―一体何が起こったと感じられま
したか？
　たぶんその人は、言葉と自分の実
在が重ならない感覚を持っていて、
その関係をつかみ直したかったん
じゃないかと思います。「私」の全存
在をかけて「私」とは言えないって、
たじろいでいたんだと思います。確
かにそうですよね。でも、自分と言
葉の関係を本当に突き詰めるとそう
なると思うんです。
　この出来事から、演劇とはこうし
た言葉と人間の関係を究極的に探
求する営みなのかと思ったのです。
それまで、演劇をやることに「チャラ
い」気持ちもありました。でも、「演
劇って、こんなにも大変なことなん
だ」と思い知らされ、この先、どう
したらいいのだろうとしばらく引きこ
もったり、「これではダメだ」と旅に
出たりしました。

黒テント入団、 
そして PETA との出会い

―その後、劇団黒テント＊3に入ら
れましたね。経緯を教えてください。
　大学4年生の時、青年座俳優養成
所に入りましたが、合わなくて、卒
業後、また別の場所に飛び込んで
体調を崩し、もう芝居は続けられな
いかもしれないと思っていた頃、黒
テントの「赤い教室」＊4に通い始めま
した。そこは風通しがよく、面白
かったんです。劇団員の人に黒テン
トに入りたいと伝えたところ、「準評
やってみるか」と言われました。当
時は、1年間のいわば準劇団員の期
間が設けられていて、「準評議員」と
呼ばれていました。それで黒テント
で活動することになり、1年たって
正式にメンバーになりました。
―それからすぐPETA＊5のワーク
ショップに参加されました。
　はい。先輩から声がかかり、約1

週間のワークショップに参加しまし
た。スラム街を取材して、その体験
をもとに短い劇をつくるという内容
で、当時すでに原型があったPETA
の方法論に沿って進められました。
事前に知識はあったものの、実際に
体験するととても新鮮でした。そし
て何よりすごいと感じたのは、PETA
の人たちが地域コミュニティとちゃ
んと繋がって、そこに暮らす人々と関
係を構築し、社会変革のための表
現として演劇を実践していることで
した。
　一方、私たちがつくった作品は、
PETAの人たちに批判されたんです
よね。取材したことを、「蜂が見てき
たお話」という寓話的な設定にした
ところ、「取材に行った日本人である
あなたたちは、一体どこにいるんだ。
逃げているのではないか」と指摘さ
れたのです。スラムでの厳しい暮ら
しに衝撃を受けながらも、それを消
化できないまま、とりあえず作った
という感覚があったので、逃げてい
ると言われたら、反論できません。
だから面白い経験だったのですが、
ショックも大きかったです。

はじめてワークショップを 
進行する

―はじめてワークショップを進行
したのはいつ頃ですか？
　20代後半、知的障が
いのある子どもたちと地
域の人たちとのワーク
ショップが最初だと思い
ます。当時、黒テントに
はワークショップを担当
する部局があり、依頼を
受けて各地に出かけてい
ました。今でいう支援学
校の先生が主催する地
域活動で、何年も継続し
ました。ここでの活動が、

本当に面白かったんです。
　例えばある年、『森は生きている』
という作品に取り組みました。歌の
練習中、参加者同士の喧嘩が起き
たんです。一方の子が、貶められた
と感じて傷つきながらも、練習を続
け、声を震わせながら「森は生きて
いる」とテーマソングを歌いました。
そのうちに、歌詞とその子自身が重
なり合ってくるんです。その姿に、
そこにいた大人たちは思わず涙をこ
ぼしました。「生きている」という歌
詞が、彼自身の言葉として確かに届
いたのです。
　それがこの1回きりかというと、そ
うではないんです。その子はそこで
何かを掴み、本番でもすごく説得力
のある歌を歌いました。健常者の論
理とはまた別の、その人の回路から
何かを感知し、会得したとき、爆発
的なエネルギーが溢れ出てくる。そ
ういうことが一度ならず起こるんで
す。その表現のなんと魅力的なこと
かと思いました。
―ワークショップの活動を始めら
れた頃に出産されていますが、キャ
リアに影響はありましたか？
　出産が、ワークショップを活動の
メインとするきっかけではあります。
当時の黒テントは旅公演が中心で、
1ヶ月行きっぱなしということも多く、
子どもが小さいうちは全日程参加す
ることができませんでした。ダブル

地域の物語ワークショップ2017
『生と性をめぐるささやかな冒険〈女性編〉』

『こどもたちと演劇＋？ワークショップ』
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アウグスト・ボアール（Augusto 

Boal）：ブラジル出身の演出家・劇作
家。「被抑圧者の演劇（Theatre of 

the Oppressed）」を提唱し、観客が
演劇に能動的に参加することで社会
変革につなげる手法を実践した。代
表的な技法に、コミュニティの問題
を演劇として上演し、参加者が積極
的に介入することで解決策を探る
「フォーラムシアター」や、言葉では
なく身体で状況や感情を表現する
「イメージシアター」がある。また、
1970年代の識字運動を行ったパウ
ロ・フレイレとも深く関わり、演劇的
手法で識字教育に貢献した。

　

『かなりゴキゲンなワークショップ巡
回団』（通称『巡回団』）：世田谷パブ
リックシアターが世田谷区内の小
中学校を訪問して行う演劇ワーク
ショップ事業。学校の目的や希望に
沿った演劇的活動を提供し、学習や
クラスづくりに活用してもらうととも
に、集団創作を通じて子どもたちが
相互理解を深め、表現力・想像力・
創造力やコミュニケーション能力を
育むことを目的とする。

　

如月小春（きさらぎ・こはる）：1956年
生まれ、2000年没。劇作家・演出
家・エッセイスト。1983年より劇団
「NOISE」代表として、劇作・演出を
手がけるほか、世田谷美術館、神奈
川県立青少年センター、兵庫県立こ
どもの館、世田谷パブリックシア
ターなど全国各地でワークショップ
に積極的に取り組む。1993年には
「第1回アジア女性演劇会議」の実
行委員長を務めた。

　

劇団黒テント：1968年に「自由劇場」
「六月劇場」「発見の会」の連合組

織である「演劇センター 68」として
発足。1970年に大型移動式テント
劇場を創設し、「黒色テント68/71」
の名称で、延べ120都市を巡る移
動公演を展開。国内外の演劇人と
の交流やネットワークづくりにも取
り組む。1990年に「劇団黒テント」
と改称。

　

『世田谷パブリックシアター中学生
演劇部』：世田谷パブリックシアター
が行う中学生対象の演劇ワーク
ショップ。1年を第1期、第2期、第
3期と分け、年間を通して開催して
いる。第2期は区大会編として、約
2カ月に渡って十数回のワークショッ
プを重ねて演劇作品を創作し、世田
谷区立中学校演劇部が出場する「世
田谷区立中学校演劇発表会（区大
会）」で発表している。

　

『地域の物語』：1998年より毎年、
継続して実施している市民参加型演
劇プロジェクト。設定されるテーマ
のもと、参加者がさまざまな物事や
人と向き合い、全員が主体となって
従来のかたちにとらわれない演劇を
つくり、シアタートラムにて発表す
る。発表会は多くの人々と対話する
場として設定している。

　

成沢富雄（なりさわ・とみお）：1949年
生まれ。演劇活動家。企業組合演
劇デザインギルド理事長。劇団黒テ
ントの中心的なメンバーとして活躍、
退団後は日本における演劇ワーク
ショップの先駆者としてその普及に
大きな役割を果たし、演劇―表現行
為とコミュニティの関係・可能性につ
いてさまざまな試みを行っている。
世田谷パブリックシアターでは『地
域の物語』の進行役を務めた。

　

英国ロイヤルナショナルシアター
（Royal National Theatre）：イギリ
ス・ロンドンにある国立劇場。複数
の劇場を併設し、古典から新作ま
で常時上演を行っている。エデュ
ケーション部では、学校や地域で
演劇を活用するさまざまなプログラ
ムを実施しており、世田谷パブリッ
クシアターでは同部門よりワーク
ショップ・リーダーを数年間招き、
ワークショップやトークを開催する
とともに、事業の企画立案に活かし
てきた。

　

NPO法人演劇百貨店：2003年設
立。代表は柏木陽。全国の劇場や
学校、児童館、美術館などで演劇
ワークショップを企画・実施し、子
どもから大人まで幅広い世代が演
劇表現を体験できる機会を提供し
ている。

　

PETA（Phil ippine Educational 

Theater Association）：フィリピン・
メトロマニラを拠点に活動する非営
利・民間の演劇団体。1967年にマ
ルコス政権下で創設され、一貫して
社会的テーマを扱い、タガログ語の
オリジナル作品を創作・上演するな
ど、アジアの現代演劇において重要
な役割を果たす。また、貧困や低識
字率などの社会的背景から、声や
身体を使った自己表現やエンパワー
メントを目的とする演劇ワークショッ
プを開発。農民、都市労働者、女
性、子ども、障がい者のための活動
をフィリピン全土で展開し、演劇の
みならず教育、福祉、まちづくり、
国際理解などのさまざまな分野で活
用され、世界的にも高く評価されて
いる。

インタビュー 注 釈 一 覧

くなり、自分の実践を別の角度から
捉え直せるようになったと思います。
―そういった経験も踏まえ、ファ
シリテーターの仕事や役割は何だと
考えていますか？
　それもコンテクストによって異な
ると思います。ただ、前提として私
が大切にしているのは、「場を支えき
る」という気持ちで臨むことです。
現場では人の思いが交錯しますから、
ときには揉めることもありますよね。
それは避けられないものです。実際
には支えきれていないこともあった
かもしれませんが、その構えをもっ
て現場に向かっています。ただ、も
う一方で、進行役が一人で抱え込ま
ない、複数の意見が交わせる場であ
ることも大切です。
　もう一つ大切なのは、参加者をリ
スペクトすることです。形式的なも
のではなく、徹底的にリスペクトす
る。具体的には「話を聞く」ことだ
と思います。ただ「はいはい」と受
け流すのではなく、きちんと向き合
い、耳を傾けることです。
　障がいのある方と活動していると、
言葉が聞き取りづらかったり、そも
そも言葉でのコミュニケーションが
難しい場合もあります。いわゆる健
常者が慣れ親しんでいる筋道とは異
なり、一見すると脈絡のないように
思えても、丁寧に向き合うことで、
少しずつその人の伝えたいことや考
え方が分かるようになってきます。

いわゆる健常者とはまた別の仕方で
世界を理解していることを感じられ
る。こうした経験を通して、ちゃん
と聞くことの大切さを痛感しました。

応用演劇の課題と 
学びの場の意義

―長年、応用演劇を実践されて
きた立場から見て、現在どのような
課題があると思われますか？ 
　私が仲間たちと細々と続けてきた
「フォーラムシアター」が、最近いろ
いろな場所で実践されることが増え
てきています。「フォーラムシアター」
は、ボアールが提唱した『被抑圧者
の演劇』の手法の一つで、抑圧され
た状況がまかり通っている社会をど
う変えていくかという志向を持って
います。ただ現状では、「こうすれ
ば回避できる」といった処世術のよ
うなフォーラムが展開されることも
あります。もちろん、スキルはサバ
イバルのためには重要で、決して悪
いことではありません。ただ、それ
だけでなく、個人的な出来事の背景
にある力関係と、そこに発生する権
力に基づく感情や行動がどう発動さ
れ、どのような効果を持ってしまう
のか、どうしたら変えていけるのか、
スキルの向こう側を一緒に探求した
いと思います。
　とはいえ、いま自分たちが社会を
変えられると思っている人は、決し
て多くはないでしょう。自分が生き
抜いていくことだけで精一杯で、自
分で何とかしなくてはならない状況
に置かれているのですから、無理も
ないですよね。
―一方で、『被抑圧者の演劇』が
日本に紹介された1980年代と比べ、
長引く不況や格差の拡大がある中で、
改めて注目されているようにも思い
ます。
　そうですね。だからこそ、関心を

持った人が経験を積んだり、学んだ
りする場が必要だと思っています。
いわゆるゲームを数多く覚え、進行
のテクニックを習得するということ
だけではなく、根底にある考え方を
学ぶ場です。それをどう受け取り、
どう活かすか、あるいは活かさない
かは本人次第ですが、「そういう考
え方があるのだ」と知る機会は確保
したいと思っています。

インタビュー

花崎 攝 （はなさき せつ）

劇団黒テントを経て、現在は主に
応用演劇の分野で企画、進行、構
成演出として活動。子どもから大人、
高齢者、障がいのある人たち、国
内、国外問わず活動を展開中。主
な仕事に、アジアのパフォーマー
との交流と創作を行うアジア・ミー
ツ・アジア（1998～）、水俣病患者
と市民とのプロジェクト「水俣は生
きて」（2006）、コーディリエラ地域
（フィリピン）での環境教育プロジェ
クト（2014-21）、精神科デイケア周
りの人々との「ことぶき「てがみ」プ
ロジェクト」（2020 ～）、ドホーク
（イラク）での平和構築プロジェクト
（2022～）など。世田谷パブリック
シアターでは「地域の物語」を中心
に複数の事業で進行役を担当。

＊1  竹内敏晴：演出家。言葉と身体の関係
や演劇教育に関する著作が多数ある。演劇
的手法を用い、「からだとことば」のワーク
ショップを実践した。
＊2  野口体操：野口三千三が提唱した、重
さや脱力をキーワードに、自然でしなやかな
動きを探る身体訓練法。演劇・舞踊分野にも
影響を与えている。
＊3  劇団黒テント：35ページ参照。
＊4  赤い教室：劇団黒テントが実施してい
た、演劇を社会でいかす方法を学ぶ教室。俳
優養成も目的とする。
＊5  PETA：35ページ参照。
＊6  『地域の物語』：35ページ参照。
＊7  アウグスト・ボアール：35ページ参照。

フォーラムシアター
『ピンピン、ヨタヨタ、ドタリの話』
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子ども対象

専門家育成区民参加

演劇ワークショップラボ2026

舞台技術講座デイ・イン・ザ・シアター 2026

『フリーステージ2026』
世田谷パブリックシアターダンス食堂
せたがやアートファーム2026

世田谷アートタウン2026『三茶de大道芸』
『地域の物語2027』ワークショップ

子どもたちが演劇やダンスなどの舞台芸術と出会い、
見て、感じて、楽しみながら参加できるワークショッ
プを行っています。

＊ご紹介しているのは事業の一部です

ファシリテーター、舞台技術者、研究者、学生らを
対象に、舞台芸術に携わる専門家の育成を目的とし
たプログラムを実施しています。

毎月開催している「デイ・イン・ザ・シアター」から長
期にわたる「地域の物語」といった演劇ワークショッ
プ、三茶の街を舞台に行うフェスティバルまで、いろ
んなかたちで劇場や街を体験できます。

子どもごちゃまぜ演劇ワークショップ
世田谷パブリックシアター中学生演劇部 
 1～3学期ワークショップ
おやこで楽しむ！ 
絵本読み聞かせワークショップ
『ひらけ！ 絵本』

地域連携

かなりゴキゲンなワークショップ巡回団
世田谷区立中学校演劇部支援
下馬地区アートプロジェクト

世田谷区内の小・中学校や非営利組織、団体、社会
福祉法人等と連携して、地域社会の抱える課題解決
に向けたさまざまな演劇の実践を行っています。

みんな！ 演劇で

 いっしょにあそぼう。

世田谷パブリックシアターの学芸事業では、区内小中学校の
授業で演劇ワークショップを行う「かなりゴキゲンなワークシ
ョップ巡回団」を2003年から実施しており、累計で約15万
人の世田谷区の子どもたちが演劇を体験しました。事業を支
えてきたファシリテーターのみなさんの尽力に心から感謝して
います。（さ）
ドキドキの出勤初日、「これ読んで、待っててね」と手渡され
たのが『キャロマグ』でした。愛嬌のある顔でこちらを見てい
るキャロちゃんを見て、「あっ、なんか大丈夫かも」と、不思
議と安心したのを覚えています。『キャロマグ』を通して、たく
さんの人の考えや言葉に出会うことができました。ありがとう
ございました。（し）
昨年秋、引っ越しをしました。職場から家の距離は遠くなって
しまったのですが、広い自分の家がある喜びを、日々噛みし
めています。ずっと欲しかったトースターを買うことが出来て、
サクサクの食パンも噛みしめています。海に囲まれた土地で育
ったものとして、思い立ってすぐ海に行けるというのも、精神
衛生上とても良いです。自分には自然が足りていなかったのか
も、と思いました。新居で迎える春も、夏も、今からとても
楽しみです！（い）
4年前にクリスマスローズの苗をもらいました。3年間花を咲
かせることはありませんでした。しかし、去年ついに一つ可愛
らしく花を咲かせました。そして、今年はなんと6個もつぼみ
をつけています。毎朝蕾が開いたかどうかをチェックするのが、
最近の私の日課です。（あ）
 「フレンドリー」を合言葉に2013年に創刊された『キャロ
マグ』も、ついに最終号を迎えました。制作を進める中で、
この13年間の出来事や出会った皆さまとの思い出が何度も
よみがえり、今、感謝の気持ちでいっぱいです。（く）
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